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台東の食文化に触れる、スローフドフェスティバル

台日32の「同名駅」をめぐる記憶の旅

潮風に乗って
旅をしよう
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台
日
32
の
「
同
名
駅
」
を
め
ぐ
る
記
憶
の
旅

同
じ
名
前
の
道
を
た
ど
っ
て

自
分
と
同
じ
名
前
を
持
つ
誰
か
が
、
こ
の
世
界
の
ど
こ
か
に
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
ん

な
想
像
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　

同
じ
よ
う
に
、
遠
く
離
れ
た
土
地
に
、
自
分
の

知
っ
て
い
る
あ
の
駅
と
同
じ
名
前
の
駅
が
あ
る
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

台
湾
と
日
本
の
間
に
は
、
そ
っ
く
り
同
じ
名
前
の
駅
が
、
実
に
32
か
所
も
存
在
し
ま
す
。

ま
る
で
時
空
を
超
え
た
鏡
の
よ
う
に
、
地
図
の
中
で
静
か
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
同
名
駅
は
、
地
理
的
な
つ
な
が
り
を
反
映
し
て
い
る
と
共
に
、
か
つ
て
の
植
民
地

時
代
の
記
憶
や
文
化
の
交
流
、
そ
し
て
人
々
の
記
憶
が
幾
重
に
も
刻
ま
れ
た
人
文
的
な
軌
跡

を
も
映
し
出
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
に
始
ま
っ
た
「
台
日
32
同
名
駅
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
鉄
道
旅
行
と
歴

史
探
訪
を
融
合
さ
せ
た
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
旅
人
た
ち
を
惹
き

つ
け
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
各
地
の
小
さ
な
駅
を
訪
ね
、
昔
の
地
名
や
、
そ
の
土
地
に
暮

ら
す
人
々
が
持
つ
物
語
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

富岡　富貴　横山　竹中　大山　日南　清水　追分　豊富　豊原　大
村
　
田
中
　
新
市
　
大
橋
　
水
上
　
南
靖
　

岡山　竹田　関山　池上　瑞穂　大富　豊田　南平　平和　新城　

台
日
同
名
駅
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

32
駅
で
紡
ぐ
百
年
の
記
憶

「
台
日
32
同
名
駅
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
台
湾
の
鉄
道
文
化
協
会
と
鉄
道
愛
好

家
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
旅
行
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
図

り
、
鉄
道
を
媒
介
に
文
化
的
記
憶
や
歴
史

を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
取
り

組
み
は
、
二
〇
一
五
年
に
台
湾
で
第
一
回

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
期
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
現
地
訪
問

が
中
心
で
、
日
本
か
ら
は
台
湾
の
駅
と
同

じ
名
前
を
持
つ
人
々
が
招
か
れ
、「
一
日

駅
長
」
と
し
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
に
は
モ
バ
イ
ル

ア
プ
リ
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
導
入

さ
れ
、
二
〇
二
四
年
に
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

ガ
イ
ド
やAR

（
拡
張
現
実
）
が
加
わ
り
、

よ
り
深
い
理
解
と
参
加
型
の
体
験
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
と
ロ
ー
カ
ル

が
融
合
し
た
、
新
し
い
文
化
旅
行
の
ス
タ

イ
ル
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

32
同
名
駅
は
、
台
湾
の
東
西
南
北
に
あ

ま
ね
く
分
布
し
て
お
り
、
独
自
の
風
景
が

あ
り
ま
す
。
北
部
の
松
山
や
板
橋
な
ど
は

都
市
的
な
景
観
が
広
が
り
、
中
部
の
横
山



中
里
　
亀
山
　
大
里
　
松
山
　
板
橋
　
桃
園
　

富岡　富貴　横山　竹中　大山　日南　清水　追分　豊富　豊原　
岡山　竹田　関山　池上　瑞穂　大富　豊田　南平　平和　新城　

台日32同名駅交流プロジェ
ク

ト

や
豊
原
で
は
日
本
統
治
時
代
の
木
造
駅
舎

が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
南
部
の
田
中
や

新
市
は
農
村
風
景
や
製
糖
産
業
の
歴
史
を

感
じ
さ
せ
、
東
部
の
池
上
や
関
山
で
は
原

住
民
文
化
や
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み

が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
駅
名
の
多
く
は
日
本
統
治
時

代
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
地
元
の
地
形

や
既
存
の
日
本
の
地
名
に
ち
な
ん
で
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば「
松
山
」は
、

日
本
の
四
国
・
愛
媛
県
松
山
市
に
由
来

し
、
当
時
台
湾
に
住
ん
で
い
た
日
本
人
た

ち
に
と
っ
て
、「
他
郷
に
し
て
故
郷
を
想
う
」

感
覚
を
呼
び
起
こ
す
地
名
で
も
あ
り
ま
し

た
。
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展
す
る
中

で
、「
愛
媛
・
松
山
駅
」と「
台
北
・
松
山
駅
」

は
姉
妹
駅
と
し
て
提
携
し
、
地
域
間
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
交
流
は
台
湾
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
日
本
国
内
に
も
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
松
山
、
池
上
、
追
分
な
ど
、
同

名
駅
の
あ
る
地
域
で
は
、
姉
妹
駅
の
提
携

を
通
じ
て
修
学
旅
行
や
展
示
交
流
、
観
光

ガ
イ
ド
の
共
同
制
作
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
双
方
向
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
旅
で
は
、
桃
園
、
富
岡
、
そ

し
て
板
橋
の
駅
を
訪
ね
ま
す
。
列
車
の
リ

ズ
ム
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
土
地
に
息

づ
く
物
語
に
耳
を
傾
け
、
遠
く
離
れ
た
国

か
ら
届
く
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
響
き
に
出

会
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

電車、出発！
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西
部
幹
線
の
桃
園
駅
は
、
日
本
統
治

時
代
以
来
の
主
要
な
ハ
ブ
駅
の
一
つ
で

す
。
一
八
九
三
年
に
開
業
し
て
以
来
、

幾
度
も
の
改
築
と
拡
張
を
経
て
、
北
台

湾
と
南
部
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
と
し
て
、

ま
た
桃
園
市
中
心
部
の
玄
関
口
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
駅
周
辺

に
は
中
正
芸
文
特
区
や
繁
華
街
が
広
が

り
、
昼
間
は
車
と
人
で
賑
わ
い
、
夜
に

は
中
正
路
夜
市
や
屋
台
グ
ル
メ
を
目
当

て
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
、
交
通
の

利
便
性
と
都
市
の
風
景
を
併
せ
持
つ
大

規
模
な
駅
で
す
。
こ
の
駅
は
、
日
本
の

愛
媛
県
に
あ
る
「
桃
園
駅
」
と
同
名
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
台
日
同
名
駅
の
代
表
的

な
存
在
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
桃
園
市
楊
梅
区
に
あ
る
富

岡
駅
は
、
静
か
で
控
え
め
な
佇
ま
い
が

印
象
的
で
す
。
一
九
〇
〇
年
に
開
業

し
、
当
時
は
「
伯
公
岡
（
ボ
ー
ゴ
ン
ガ

ン
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
農
産
物

輸
送
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
小
さ
な
駅

は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
現
在
で

は
地
域
住
民
の
通
勤
や
観
光
の
拠
点
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
駅
自
体
は

小
規
模
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
ま

す
。
周
囲
に
は
「
富
岡
老
街
」
や
「
伯
公

廟
」、
客
家
集
落
な
ど
が
あ
り
、
米
干

（
ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
）
や
客
家
料
理
も
楽

し
め
ま
す
。
の
ん
び
り
と
自
転
車
で
田

園
を
巡
る
の
に
も
ぴ
っ
た
り
な
場
所
で

す
。
群
馬
県
に
あ
る
「
富
岡
駅
」
と
同
名

の
こ
の
地
は
、
地
方
産
業
の
変
遷
と
郷

土
の
記
憶
を
背
負
い
な
が
ら
、
都
市
の

縁
に
そ
っ
と
佇
ん
で
い
ま
す
。
駅
と
は

単
な
る
「
到
着
地
点
」
で
は
な
く
、
土
地

と
深
く
向
き
合
う
「
対
話
の
入
り
口
」
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 桃園市桃園区中山路56号
 08:00〜22:00／年中無休

1960年代創業の老舗菓子店。プ
リンケーキ、カステラ、蒸しケー
キが看板商品で、伝統の味と革新
の風味が地元で愛されています。

ジョンチーベンプー
中崎本舗

 ストリートは終日開放 
  （店舗ごとの営業時間は要確認）

桃園市楊梅区に位置する「富岡老街」に
は、日式宿舎や赤レンガの古民家が今も残
り、静かな生活感が漂います。地元の人気
グルメスポットには、1985年創業の呂お
ばあさんが経営する『伯公小吃』や住所
165号の老舗『信義飲食店』があります。

フーガンラオジエ
富岡老街（富岡駅周辺）

 桃園市桃園区中正路208号
 06:00〜21:00／年中無休

清王朝乾隆10年（1745年）に創建された
古刹。開漳聖王を祀る、桃園市の地理的・
信仰的な中心地であり、毎年盛大な文化イ
ベントも開催されています。

ジンフーゴン
景福宮

改札を抜ければ、そこにある日常

桃園駅と富岡駅
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 新北市板橋区・新站路と県民
大道の交差点周辺

ショッピング、グルメ、エ
ンタメが集まる新北市屈指
の商業エリア。

新板特区・駅前商圈

新北の鼓動を支える、
交通と文化の要所

板橋駅

東
京
23
区
に
あ
る
「
板
橋
駅
」
と
同

じ
く
、
台
湾
の
板
橋
駅
も
都
会
の
中
に

あ
る
重
要
な
交
通
拠
点
で
す
。
新
北
市

の
中
心
に
位
置
し
、
一
九
〇
一
年
の
開

業
以
来
、
街
の
発
展
と
と
も
に
姿
を
変

え
て
き
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
に
は
新
駅
舎
が
竣

工
し
、
現
在
で
は
台
湾
で
も
数
少
な

い
「
台
湾
新
幹
線
・
台
湾
鉄
道
・
台
北

M
RT

・
バ
ス
」
が
一
体
と
な
っ
た
巨
大

な
交
通
ハ
ブ
へ
と
成
長
。
一
日
あ
た
り

数
十
万
人
が
利
用
す
る
こ
の
駅
は
、
ま

さ
に
北
部
の
玄
関
口
と
い
え
る
存
在
で

す
。
駅
舎
は
地
下
構
造
が
中
心
で
、
地

上
部
分
に
は
大
型
デ
パ
ー
ト
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
連

な
り
、、
機
能
性
と
都
市
生
活
が
融
合

し
た
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

隣
接
す
る
「
新
板
特
区
」
は
、
新
北

市
を
代
表
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
＆
エ
ン

タ
メ
エ
リ
ア
。「
環
球
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」
や
「M

ega City

板
橋
大
遠

百
」
な
ど
の
百
貨
店
が
立
ち
並
び
、
買

い
物
客
や
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。「
板
橋
駅
前
広
場
」
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
「
新
北
ク

リ
ス
マ
ス
ラ
ン
ド
」
の
メ
イ
ン
会
場
へ

と
姿
を
変
え
、
光
の
装
飾
や
ア
ー
ト
が

街
を
彩
り
、
全
国
的
に
も
有
名
な
季
節

の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 新北市板橋区観光街56-1号
 20:00〜03:00

板橋の人気バー。2年連続で北部
最優秀バー賞を受賞。抽象画が描
かれたカードとともに提供される
カクテルは、それぞれが一つの芸
術作品のよう。自由にカクテルを
選べる楽しさと、気取らずリラッ
クスできる雰囲気も魅力。

酒吧暖流
WARM  FLOW

 新北市板橋区民権路202巷4弄1号
 12:00〜19:30／年中無休

台湾各地のフルーツを使ったタルト
で人気のスイーツ専門店。小規模農
家の食材にこだわり、美しく繊細な
味わいが魅力。

ポンパイスイーツ店
Ponpie 澎派甜點店 板橋店
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T A I W A N   C U L I N A R Y   E X H I B I T I O N

毎年 8月は
台湾でグルメを堪能しましょう！

「旨みのおもてなし」をテーマに、台湾各地の新鮮で豪快な海の幸が勢揃い。

毎年8月は、台湾でグルメを満喫する絶好のチャンス！台湾美食展は、「台湾イベン

トカレンダー」にも名を連ねる国際級イベントとして、今年は「旨みのおもてなし」を

テーマに、台北・世貿一館にて8月1日から4日まで開催されます。会場では「フード

マートギャラリー」「台湾味探り」「金メダル名物」「異国グルメ」の4大ゾーンを展開。

台湾全土から厳選された海の幸や農産物、多彩な料理が集結し、台湾ならではの多様

な民族と食文化が織りなす味わいを通じて、豊かな食の多様性を存分に体感できます。

2025 台湾美食展
8 月 1 日 〜 4 日 

台北世貿一館にて
旨味あふれる開催！

逃したら次は１年後
逃したら次は１年後
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T A I W A N   C U L I N A R Y   E X H I B I T I O N

台
湾
グ
ル
メ
が
こ
の
一
堂
に
集
結
！

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
茶
・
酒
・

コ
ー
ヒ
ー
＆
お
土
産
が
一
気
に
揃
う
！

産
地
か
ら
食
卓
ま
で
、
台
湾
美
食
展
で

は
、
産
地
直
送
の
野
菜
や
果
物
、
海
産
物

と
食
材
を
購
入
で
き
る
ほ
か
、
各
地
の
ビ

ブ
グ
ル
マ
ン
推
薦
グ
ル
メ
や
五
つ
星
ホ
テ

ル
に
よ
る
ミ
シ
ュ
ラ
ン
級
の
食
体
験
も
楽

し
め
ま
す
。
台
湾
の
実
力
派
グ
ル
メ
を
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
世
界
で

注
目
を
集
め
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
級
の
コ
ー

ヒ
ー
、
茶
、
酒
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ジ
ャ

ム
な
ど
、
多
彩
な
プ
レ
ミ
ア
ム
お
土
産
が

勢
揃
い
。
中
で
も
、
世
界
ウ
イ
ス
キ
ー

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
金
賞
受
賞
の
台
湾

OM
AR

ウ
イ
ス
キ
ー
や
、
会
場
限
定
の
台

湾
風
カ
ク
テ
ル
も
要
注
目
！
そ
の
場
で
調

理
さ
れ
た
料
理
を
味
わ
え
る
ほ
か
、
持
ち

帰
り
で
き
る
逸
品
も
充
実
。
台
湾
が

世
界
に
誇
る 

金
賞
の
味 

を
、
ぜ
ひ

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

名
シ
ェ
フ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ク
ッ
キ
ン
グ

台
湾
の
味
、
名
シ
ェ
フ
と
一
緒
に

食
の
芸
術
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
一
皿

毎
年
、
台
湾
美
食
展
に
は
著
名
な
料
理

人
や
匠
た
ち
が
参
加
し
、
フ
ル
ー
ツ
カ
ー

ビ
ン
グ
、
パ
ン
ア
ー
ト
、
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ

フ
ト
、
飴
細
工
な
ど
、
国
際
大
会
で
数
々

の
賞
を
受
賞
し
た
名
匠
た
ち
が
、
卓
越
し

た
技
で
魅
せ
る
ア
ー
ト
作
品
を
披
露
し
ま

す
。
台
湾
の
海
の
幸
を
テ
ー
マ
に
、
ラ
イ

ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
や
料
理
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ェ

フ
直
伝
の
料
理
教
室
も
多
数
開
催
予
定
。

台
湾
各
地
の
旨
い
物
で
、
世
界
中
か
ら

の
来
場
者
を
お
も
て
な
し
。
会
場
近
く
に

は
人
気
観
光
地
・
台
北
１
０
１
も
あ
り
、

グ
ル
メ
と
観
光
の
両
方
が
楽
し
め
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
こ
の
夏
、
美
食
の
島
・
台
湾

へ
よ
う
こ
そ
。
豊
か
で
多
彩
な
食
文
化
の

魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

逃したら次は１年後
逃したら次は１年後
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  潮風に乗って旅をしよう  

潮風に乗って旅をしよう
MY SUMMER  OCEAN
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夏。それは海との距離が一番近づく季節です。周りを海に囲まれた台湾には、それぞれ異なる表情の海岸線が連

なり、その一つ一つに、独自の生活や景色から生み出される物語が潜んでいます。今号のカバーストーリーでは、

読者の皆様を魅力あふれる三つの海岸線へとご案内します。旅の始まりは、台北市街地から車でわずか1時間の北

海岸から。書店を巡り、美味しいピザを食べ、潮風に包まれながらフレンチビストロのこだわり料理に舌鼓を打

ち、この地に移り住んだ若者達が、どのように自分らしく肩の力を抜いた、新しい生活のリズムを築いているのか

を探っていきます。続いては東海岸へ。都会の喧噪も、慌ただしい時の流れも全て忘れ、海と寄り添ってオフライ

ンの休日を過ごせる癒しの場所をご案内します。最終地点は、豊かな海の生命に満ちた小琉球。澄み渡る青い海に

潜ると、ウミガメが一緒に泳いでくれるひと時が楽しめる場所。それはあなたの心に深く刻まれ、台湾の海がもた

らしてくれる、忘れられない思い出となるでしょう。

夏真っ盛りのこの時期、潮風に乗って、旅に出かけてみませんか？

COVER STORY

小琉球  自然と一番親密な場所 ウミガメと泳ぐ島の日常

北海岸・水湳洞  若々しい風が吹き抜ける、山と海に抱かれた場所
PART 1

東海岸  都会から離れ、この島のもう一つの顔を持つ場所でゆったり過ごす
PART 2

PART 3
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北海岸・水湳洞
若々しい風が吹き抜ける、

山と海に抱かれた場所

PART 1

  潮風に乗って旅をしよう  

陰陽海は鉄分を含む鉱物と海水が混ざり合い、夢のような海の色を生み出しています。
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夏
の
北
海
岸
は
、
山
と
海
の
間
に
日
差

し
が
降
り
注
ぎ
、
海
か
ら
の
風
が
古
い
家

屋
の
色
褪
せ
た
屋
根
瓦
や
石
段
を
そ
っ
と

吹
き
抜
け
、
こ
の
静
か
な
山
海
に
囲
ま
れ

た
街
に
、
爽
や
か
さ
と
寛
ぎ
を
運
ん
で
く

れ
ま
す
。
台
北
の
中
心
街
か
ら
車
で
お
よ

そ
1
時
間
程
度
の
、
新
北
市
瑞
芳
区
・
水

湳
洞
は
、
美
し
い
海
の
景
色
に
囲
ま
れ
、

歴
史
と
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
の
物

語
が
綿
々
と
紡
が
れ
て
き
た
場
所
で
す
。

水
湳
洞
の
歴
史
は
日
本
統
治
時
代
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
は
、
金
や

銅
な
ど
の
鉱
山
資
源
が
豊
富
だ
っ
た
こ
と

か
ら
「
十
三
層
精
錬
場(

現
在
の
十
三
層

遺
跡)
」
が
建
設
さ
れ
、
や
が
て
自
給
自

足
の
鉱
山
村
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。
最
盛
期
、
濂
洞
小
学
校
の
生
徒
数
は

数
百
人
に
上
り
、
村
の
中
に
は
銭
湯
や
ビ

リ
ヤ
ー
ド
場
、
映
画
館
な
ど
が
で
き
、
大

変
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
九
八
七
年
に
台
湾
の
鉱
業
生
産
が
全
面

的
に
停
止
さ
れ
る
と
、
水
湳
洞
も
一
気
に

閑
散
と
し
、
多
く
の
住
民
が
こ
の
地
を
離

れ
、
次
第
に
色
褪
せ
て
い
く
歴
史
の
風
景

と
置
き
去
り
に
さ
れ
た
空
間
が
残
る
だ
け

と
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
こ
こ
数
年
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

生
活
を
求
め
て
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
若

い
起
業
家
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
書
店
、
ピ
ザ
屋
、
カ
フ
ェ
な
ど
が

一
軒
ま
た
一
軒
と
増
え
て
い
き
、
小
さ
な

町
に
再
び
明
か
り
が
灯
り
、
水
湳
洞
に
新

COVER STORY

水湳洞の明里路には、この地に移り住んだ若者たちが次々と個性豊かな店を開き、若い感性が息づく新たなライフスタイルの雰囲気を生み出しています。
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た
な
物
語
が
芽
吹
い
て
い
ま
す
。

一
番
最
初
に
多
く
の
人
々
の
注
目
を

集
め
た
の
は
、
山
の
中
腹
の
一
角
に
あ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ー
「
迴
回 Huihui

」
で

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
料
理
を
学
び
、
パ
リ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
い
て
い
た
経
験
も
あ

る
、
シ
ェ
フ
の
涵
雁(

ハ
ン
ヤ
ン)

さ
ん

は
、
二
〇
二
二
年
、
夫
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
と

共
に
台
湾
へ
帰
国
し
た
際
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
友
人
に
誘
わ
れ
、
水
湳
洞
に
滞
在
し

ま
し
た
。
そ
の
滞
在
中
、
二
人
は
毎
日
、

山
道
を
散
歩
し
、
海
や
空
の
雲
を
眺
め
な

が
ら
、
こ
の
山
に
抱
か
れ
た
海
が
望
め
る

小
さ
な
街
に
、
心
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

最
終
的
に
、
彼
ら
は
こ
の
地
に
根
を
下

ろ
す
こ
と
を
決
め
、
自
分
た
ち
で
古
民
家

を
改
装
し
て
、「
迴
回
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
は
、

旬
の
食
材
と
そ
の
時
々
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
料
理
に
合
わ
せ
て
厳
選
さ
れ
た
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ワ
イ
ン
と
共
に
、
山
と
海
の
移

ろ
い
を
舌
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

涵
雁
さ
ん
は
、「
食
卓
と
は
、
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
く 

お
も
て
な
し 

で
す
。
」
と
言

い
ま
す
。
水
湳
洞
を
訪
れ
る
全
て
の
人

に
、
し
ば
ら
く
の
間
、
慌
た
だ
し
さ
か
ら

開
放
さ
れ
、
土
地
や
人
々
と
の
繋
が
り
を

改
め
て
感
じ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
彼
女
た

ち
の
願
い
な
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
ほ
ん
の
少
し
歩
い
た
場
所

に
、
店
名
か
ら
し
て
物
語
を
感
じ
さ
せ

る
空
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も
「
非
書

店(

書
店
に
非
ず)

」。
共
同
創
業
者
で
あ

る
暁
晴(

シ
ャ
オ
チ
ン)

さ
ん
と
映
像
ク

リ
エ
イ
タ
ー
の
猫
力(

マ
オ
リ
ー)

さ
ん

は
、
本
が
縁
で
出
会
い
ま
し
た
。
元
々
新

疆
出
身
の
曉
晴
さ
ん
は
、
子
供
の
健
康
を

考
え
、
都
会
の
喧
騒
を
離
れ
て
水
湳
洞
に

拠
点
を
構
え
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
経

営
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
る
日
、
猫

力
さ
ん
へ
お
す
す
め
本
の
リ
ス
ト
を
手
渡

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
二
人
で
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
系
書
店
を
開
く
運
び
と
な
り
、

こ
の
村
に 

本 

に
ま
つ
わ
る
新
た
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

非
書
店
に
は
看
板
も
、
決
ま
っ
た
動
線

や
ジ
ャ
ン
ル
分
け
も
な
く
、
詩
や
社
会
的

な
テ
ー
マ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
書
な
ど
が

並
ぶ
書
棚
の
一
冊
一
冊
全
て
が
、
静
か
に

読
者
と
の
対
話
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
佇
ん
で
い
ま
す
。「
是
」
に
対
し
て
、

「
非
」
の
曖
昧
さ
や
不
確
実
性
は
、
よ
り
多

く
の
開
放
的
な
余
白
を
生
み
出
し
、
こ
の

空
間
に
も
新
た
な
可
能
性
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
し
ば
し
ば

  潮風に乗って旅をしよう  

1. レストラン「迴回 Huihui」のシェフ・涵雁さん（右）と夫のJonathanさん（左）。
2. 「迴回 Huihui」では、さまざまなナチュラルワインが楽しめます。3. 「非書店」の
店主の一人、曉晴さん。

1

2

3
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デ
ィ
ー
プ
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
あ
る

読
者
は
、
傷
つ
い
た
心
を
抱
え
て
こ
の
書

店
を
訪
れ
、
書
棚
の
前
に
黙
っ
て
一
日
中

座
り
、
最
後
に
は
暁
晴
さ
ん
に
進
め
ら
れ

た
『
サ
ヨ
ナ
ラ
の
練
習
』
を
手
に
取
っ
て

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
人
は
、

店
を
去
る
前
に
、
素
人
詩
集
『
ひ
と
り
、

春
の
よ
う
に
生
き
る
』
を
残
し
て
行
き
、

こ
の
店
に
思
わ
ぬ
出
会
い
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
偶
然
の
出
会
い

の
積
み
重
ね
が
、
非
書
店
を
次
第
に
、
小

さ
な
村
の
心
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
形

作
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

グ
ル
メ
旅
が
好
き
な
人
な
ら
、「About 

Pizza 

水
湳
洞
店
」
も
外
せ
ま
せ
ん
。
創
業

者
の
寛
哥
と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
は
、
も

と
も
と
友
人
の
た
め
に
料
理
を
作
る
の
が

好
き
で
、
そ
の
ピ
ザ
が
あ
ま
り
に
も
美
味

し
か
っ
た
た
め
、
水
湳
洞
に
店
を
構
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
作
る
ピ
ザ

は
、
奇
を
て
ら
っ
た
路
線
で
は
な
く
、
伝

統
的
な
イ
タ
リ
ア
ン
の
風
味
と
地
元
の
素

材
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
瑞

芳
の
地
元
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た

豚
の
カ
シ
ラ
の
燻
製
を
使
っ
た
「
マ
ー
ガ

オ
豚
バ
ラ
ピ
ザ
」
は
、
原
住
民
族
の
風
味

を
イ
タ
リ
ア
ン
の
ピ
ザ
生
地
に
乗
せ
て
、

驚
く
べ
き
美
味
し
さ
を
生
み
出
し
て
い

て
、
ピ
ザ
の
一
枚
一
枚
に
こ
の
山
の
町
の

香
り
と
日
常
を
し
っ
か
り
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

人
以
外
で
、
水
湳
洞
で
最
も
よ
く
遭
遇

す
る
住
民
と
い
え
ば
、
猫
で
す
。
坂
道
や

曲
が
り
角
の
多
い
こ
の
小
さ
な
町
に
は
、

猫
が
小
径
や
屋
根
瓦
の
間
を
行
き
来
し
て

い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
彼
ら
は
こ

の
町
の
常
連
客
で
あ
り
、
風
景
の
一
部
で

も
あ
る
の
で
す
。
猫
た
ち
は
特
別
に
飼
い

な
ら
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
人

に
無
理
に
懐
こ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
で

も
、
自
由
気
ま
ま
で
、
ほ
ど
よ
い
距
離
感

を
保
ち
、
そ
れ
で
も
そ
っ
と
一
緒
に
い
て

く
れ
る
─
─
そ
の
存
在
は
、
ま
る
で
こ
の

町
そ
の
も
の
を
現
わ
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。

水
湳
洞
で
は
、
こ
の
新
し
い
住
民
と
昔

か
ら
の
住
民
、
本
と
料
理
、
猫
と
潮
風
が

共
に
日
常
を
織
り
な
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
、
派
手
な
看
板
や
き
っ
ち
り
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
計
画
さ
れ
た
旅
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、 

ゆ
っ
た
り
と
し
た 

空
気
が
流
れ

て
い
ま
す
。
暁
晴
さ
ん
が
こ
の
場
所
の
こ

と
を
「
と
て
も
古
め
か
し
く
て
、
無
邪
気

で
、
そ
し
て
あ
り
の
ま
ま
の
場
所
」
と
表

現
し
た
よ
う
に
、
時
間
の
痕
跡
と
あ
り
の

ま
ま
の
自
然
の
間
を
行
き
来
で
き
る
こ
の

空
気
が
、
私
た
ち
を
謙
虚
で
穏
や
か
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

COVER STORY

4. 「非書店」の隅々には、オーナーのこだわりと丁寧な工夫が感じられます。5. 本格的な
窯で焼き上げた手作りピザは、焼き上がった瞬間に香ばしい香りが広がり、わずかに焦
げた風味が食欲をそそる。6. 看板メニューの「燻製豚頭皮ピザ」には、瑞芳の地元のお
ばあちゃんが作った豚のカシラが使われます。7. 「About Pizza」の店長・Andrew さん。

4

5

6

7
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山生。宅

水湳洞にある、隠れたフォトスポットです。もともとは生徒が校舎か

ら素早く下の避難場所まで滑って行けるように作られた防災避難用の

設備でしたが、その後、「海中の世界」をテーマに色鮮やかな絵が描か

れ、実用性と遊び心が同居したユニークな場所に生まれ変わりました。

古い邸宅を利用した、手作りの窯焼きピザ専門店。北東海岸の景色を

一望できるテラスがあり、山と海を眺めながら、地元食材とアイデア

溢れる料理の美味しい融合をたのしむことができ、美食家達からも高

い支持を得ています。

非書店

濂洞小学校 海中滑り台

濂洞小学校
海中滑り台

About Pizza 水湳洞店

About Pizza 水湳洞店

6 7

 新北市瑞芳区洞頂路101巷80号　　  土、日曜開放  新北市瑞芳区明里路102号　　  11:30〜21:00／不定休

  潮風に乗って旅をしよう  

Map

1
6

5
2 4

3
7

Ruifang,
New Taipei City

N

編集部おすすめスポット

Google Map!
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水湳洞に位置する陰陽海は、黄金色と深い青

の海水が交わる独特の風景で知られていま

す。これは鉄鉱物と海水が混ざりあい、自然

に太極図の様なコントラストの独特の景観が

生み出されたもので、東北角を代表する奇景

の一つとなっています。

陰陽海の景色

陰陽海の景色

1

 台湾新北市瑞芳区洞頂路124号

 バス856・826で「水湳洞」下車。

 新北市瑞芳区明里路83号

 金曜〜火曜 12:00〜19:00／水・木曜休

山海が交わる場所にあり、床から天井まである大きな窓から、海を一

望することができます。店内のインテリアは、ナチュラルとミニマル

なスタイルが融合し、静かで心地よい雰囲気が漂っています。

山生。宅5

 新北市瑞芳区洞頂路155-4号　    金曜 12:00〜15:00、
　　　　　　　　　　　　　　　　  土・日曜 12:00〜14:30、18:00〜21:00

 新北市瑞芳区明里路34号　　  10:30〜18:30／水曜休

壮麗な陰陽海に面している階段で、両側には

レトロな雰囲気の日本風建築が並び、その風景

はまるで新海誠監督のアニメに登場するよう

な、幻想的な雰囲気を醸し出しています。「小

鎌倉」とも呼ばれ、写真愛好家たちに大人気の

スポットとなっています。

単なる書店ではない書店。看板もなく、自分

を型にはめることに躍起になることもなく、

あらゆる可能性を受け入れる象徴である「非

ず」という名を冠しています。また不定期で展

示会やワークショップなども開かれ、山海の

間にある文化が集う場所となっています。

濂洞小学校  
校門側の長い階段

濂洞小学校  
校門側の長い階段

非書店

迴回 Huihui

2 3

 新北市瑞芳区洞頂路101巷

以前パリでシェフをしていた許涵雁さんが開いたレストラン。パリの

ビストロのような雰囲気の中、山と海に囲まれた場所で絶景を眺めな

がら、北海岸で採れた食材とフランス料理を融合させたメニューを、

幅広いセレクションのナチュラルワインと共に楽しむことができます。

迴回 Huihui4

COVER STORY
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江賢二芸術園区

東海岸
都会から離れ、

この島のもう一つの顔を持つ場所で、
ゆったり過ごす

PART 2

  潮風に乗って旅をしよう  
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台
東
の
長
濱
に
あ
る
、
金
剛
大
道
か
ら

東
海
岸
に
向
か
う
道
は
、
ま
る
で
私
た
ち

の
心
を
静
か
に
浄
化
し
て
く
れ
る
か
の
よ

う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
幾
層

も
の
田
ん
ぼ
に
挟
ま
れ
、
海
へ
と
真
っ
直

ぐ
に
伸
び
る
道
を
走
る
と
、
風
に
揺
れ
る

稲
穂
が
ま
る
で
金
色
の
波
の
よ
う
に
、
絶

え
間
な
く
美
し
い
リ
ズ
ム
を
描
き
出
し
て

い
き
ま
す
。
金
剛
大
道
と
い
う
名
称
は
、

遠
く
に
そ
び
え
る
金
剛
山
に
由
来
し
て

お
り
、
そ
の
容
貌
は
ま
る
で
大
き
な
猩
猩

(

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ)

が
仁
王
立
ち
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
堂
々
と
し
て
い
て
、
目
の

前
に
は
思
わ
ず
息
を
吞
む
ほ
ど
の
、
山
海

の
輝
き
が
描
き
出
す
景
色
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
視
界
を
邪
魔
す
る
電
線
は
一
本
も

な
く
、
目
の
前
に
は
遠
く
の
山
々
と
ど
こ

ま
で
も
広
が
る
空
、
そ
し
て
果
て
し
な
く

続
く
太
平
洋
、
そ
れ
が
こ
こ
長
濱
の
純
粋

な
日
常
風
景
な
の
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い

る
長
濱
で
す
が
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
は
ず
っ

と
深
い
場
所
に
ま
で
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
海
岸
線
で
は
、
稲
作
で
季
節
の

移
ろ
い
を
記
録
し
て
い
く
人
も
い
れ
ば
、

薪
と
窯
で
こ
の
土
地
の
味
を
守
り
続
け

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
竹
湖
村
の
「
海
塩

お
じ
い
さ
ん
」
と
い
え
ば
、「
蔡(

ツ
ァ

イ)
班
長
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

ア
ミ
族
の
長
老
・
蔡
利
木
さ
ん
の
こ
と
で

す
が
、
蔡
班
長
は
今
で
も
、
太
平
洋
の
海

水
を
薪
で
じ
っ
く
り
と
煮
詰
め
る
と
い
う

昔
な
が
ら
の
方
法
で
、
一
鍋
ず
つ
丁
寧
に

時
間
を
か
け
て
、
最
も
純
度
の
高
い
手
作

り
の
塩
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。
工
房
に

は
、
海
の
香
り
と
薪
を
く
べ
る
火
の
香
ば

し
い
匂
い
が
漂
い
、
こ
こ
を
訪
れ
る
旅
行

者
は
、
塩
を
買
う
だ
け
で
な
く
、
塩
を
炒

る
作
業
を
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

塩
を
炒
り
な
が
ら
、
海
と
塩
に
ま
つ
わ
る

お
じ
い
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
、
職
人
の

技
を
直
接
体
験
す
る
こ
と
で
、
海
か
ら
こ

こ
ま
で
た
ど
り
着
く
の
に
か
か
っ
た
時
間

の
温
も
り
も
、
一
緒
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

海
沿
い
を
更
に
進
ん
で
い
く
と
、
山
と

海
に
挟
ま
れ
た
小
さ
な
漁
港
の
町
─
─
成

功
鎮
に
到
着
し
ま
す
。
東
海
岸
で
最
大
の

港
を
持
つ
こ
の
小
さ
な
町
は
、
か
つ
て
は

「
麻
荖
漏
」（
マ
ラ
オ
ロ
ウ
）
と
呼
ば
れ
、

日
本
統
治
時
代
に
は
「
新
港
」
に
改
称
さ

れ
、
戦
後
に
現
在
の
希
望
と
祝
福
の
象

徴
で
あ
る
「
成
功
」
と
い
う
名
称
に
な
り

ま
し
た
。
大
海
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
は
、

こ
の
地
独
特
の
リ
ズ
ム
を
紡
ぎ
出
し
、
現

在
で
も
成
功
鎮
に
は
、
他
所
で
は
ほ
と
ん

ど
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
海
女
の
文
化
や

ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
の
リ
ズ
ム
が
し
っ

COVER STORY

田んぼの中をまっすぐ東の太平洋に向かって伸びる「金剛大道」では、果てしなく広がる雄大な風景を一望できます。
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か
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日

漁
船
が
港
に
戻
る
た
び
に
、
競
り
の
会
場

が
活
気
づ
い
て
賑
や
か
に
な
る
様
は
、
こ

の
地
域
の
経
済
と
日
常
生
活
を
象
徴
す
る

も
の
で
す
。
カ
ジ
キ
、
シ
イ
ラ
、
ト
ビ
ウ

オ
な
ど
、
東
海
岸
の
代
表
的
な
魚
が
こ
こ

で
競
り
落
と
さ
れ
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
漁
師
さ
ん
た
ち
の
日
々
の
仕
事
ぶ

り
、
奮
闘
ぶ
り
は
圧
巻
で
す
。

そ
の
港
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
、
土
地

銀
行
と
い
う
銀
行
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ

れ
た
空
間
、「
成
功
海
銀
行
」
が
あ
り
ま

す
。
今
は
飲
食
・
展
示
・
文
化
を
融
合
さ

せ
た
体
験
型
の
新
し
い
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
お
り
、
も
と
も
と
の
銀
行
の
構
造

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
つ
つ
、
海
を
感
じ
さ

せ
る
モ
チ
ー
フ
や
地
元
の
デ
ザ
イ
ン
の
こ

だ
わ
り
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、「
海
女
さ
ん

の
潮
間
帯
セ
ッ
ト
」
を
注
文
す
る
と
、
新

鮮
な
ト
ビ
ウ
オ
や
海
藻
だ
け
で
な
く
、
海

女
文
化
や
漁
村
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
の
縮

図
ま
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

他
、「
海
女
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
体
験

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
潮
間
帯
で
の
採
集
や

塩
漬
け
の
技
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
味

覚
や
体
験
を
通
し
て
、
東
海
岸
の
思
い
出

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

  潮風に乗って旅をしよう  

て
い
ま
す
。

こ
の
漁
村
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム

を
も
っ
と
楽
し
み
た
い
な
ら
、「
足
跡
再
現

生
活
館
」が
お
す
す
め
で
す
。
こ
こ
は
、
足

つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
お
ま
か
せ
料
理
が
一

緒
に
な
っ
た
癒
し
の
空
間
で
、
窓
の
外
に

広
が
る
太
平
洋
の
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
、

室
内
で
プ
ロ
に
よ
る
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
受
け
、
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
を
と
と
の
え
、

心
も
体
も
少
し
ず
つ
ほ
ぐ
し
て
い
く
─
─

そ
ん
な
風
に
、
こ
の
小
さ
な
町
と
シ
ン
ク

ロ
で
き
る
体
験
も
お
す
す
め
で
す
。

台東県成功鎮には、東海岸最大の漁港があり、カジキやシイラなどで知ら
れています。町全体は静かでのんびりとした雰囲気に包まれています。

港からほど近い「足
跡 再 現 生 活 館 」 で
は、港の海を眺めな
がら、食事と足つぼ
マッサージを楽しむ
ことができます。
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市
街
地
を
離
れ
て
更
に
南
へ
進
む
と
、

そ
こ
に
は
ま
た
一
味
違
う
ア
ー
ト
と
の
出

会
い
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
台
東
の
金

樽
に
あ
る
「
江
賢
二
芸
術
園
区
」
は
、
山

と
海
の
間
に
広
が
る
芸
術
と
建
築
の
新
た

な
可
能
性
を
表
現
す
る
場
所
と
し
て
、
芸

術
家
の
江
賢
二
氏
が
12
年
も
の
歳
月
を
か

け
て
創
り
上
げ
た
東
海
岸
の
ア
ー
ト
コ
ロ

ニ
ー
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ
な

し
の
建
築
は
、
そ
の
地
の
地
形
に
沿
っ
て

建
て
ら
れ
、
中
心
に
あ
る
「
静
池
」
の
水

面
は
、
ま
る
で
鏡
の
よ
う
に
太
平
洋
の
空

と
雲
を
映
し
出
し
て
い
ま
す
。
海
に
面
し

た
こ
の
谷
で
は
、
人
と
土
地
、
芸
術
と
自

然
が
結
び
つ
き
、
ゆ
っ
た
り
と
芸
術
と
対

話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
夏
の
東
海
岸
を
訪
れ
る
な
ら
、

毎
年
7
、
8
月
に
開
催
さ
れ
る
「
月
光
・

海
音
楽
祭
」
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
成
功
鎮
の
都
歴
遊
客
セ
ン

タ
ー
前
の
広
大
な
草
原
で
行
わ
れ
、
海
を

同
伴
者
に
、
月
明
か
り
の
カ
ー
テ
ン
が
た

な
び
く
ス
テ
ー
ジ
に
招
か
れ
た
、
原
住
民

族
や
世
界
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
や
歌
手
の
歌
声
や
演
奏

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜
の
帳
が

下
り
る
と
、
観
客
た
ち
は
地
面
に
腰
を
下

ろ
し
、
海
の
風
と
音
楽
が
響
き
合
う
中

で
、
自
分
の
体
と
自
然
が
再
び
結
び
つ
い

て
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。
喧
騒
と
享
楽
の

裏
に
は
、
大
地
と
人
と
の
深
い
共
鳴
が
あ

る
の
で
す
。

東
海
岸
の
時
間
は
、
急
か
さ
れ
る
事

も
な
く
、
騒
々
し
く
も
な
く
、
ま
る
で

ゆ
っ
く
り
と
た
ゆ
た
う
帯
の
よ
う
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。
ど
の
場
所
も
、
ど
の

人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ズ
ム
で
暮
ら
し

て
い
な
が
ら
、
不
思
議
と
そ
れ
ら
が
結

び
つ
き
、
調
和
し
て
い
る
の
で
す
。
長

濱
の
稲
穂
の
波
、
金
剛
山
の
麓
を
吹
き

抜
け
る
潮
風
、
海
塩
お
じ
い
さ
ん
の
薪

で
炒
っ
た
塩
の
香
り
、
成
功
港
に
響
く

カ
ジ
キ
の
競
り
の
声
、
山
と
海
の
間
の

静
謐
に
息
づ
く
芸
術
、
月
明
か
り
の
下

に
溢
れ
る
音
符
の
波
の
音
─
─
こ
れ
ら

の
一
つ
一
つ
が
、
台
湾
東
海
岸
の
風
景

を
形
作
り
、
旅
人
の
心
に
か
け
が
え
の

な
い
記
憶
を
残
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
忙
し
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立

て
る
必
要
も
、
有
名
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
追
い
か
け
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
潮
風
に
身
を
任
せ
て
歩
き
、
立
ち
止

ま
り
、
雲
を
見
上
げ
、
波
の
音
に
耳
を
傾

け
、
地
元
の
人
と
い
く
つ
か
言
葉
を
交
わ

せ
ば
、「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
は
何
か
が
、

自
ず
と
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
東
海
岸
は
旅

の
終
着
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
生

き
方
の
始
ま
り
で
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

COVER STORY

月明かりの下、海風を感じながら楽しむ音楽イベント「月光・海音楽祭」。
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足跡再現生活館

新港漁港とも呼ばれるこの港は、東海岸で最大の漁港で、特にカジキ

やシイラが有名です。毎日昼過ぎに行われる競りが大きな見どころの

一つで、その活気あふれる様子は、多くの観光客を惹きつけてやみま

せん。

台湾東海岸の夏を彩る、最もロマンチックな音楽イベントの一つで

す。今年は「大海へ繋がる場所」というテーマで、太平洋をバック

に、日の入りと月の出、潮の満ち引きといった自然の営みの中で、

数々の音楽の饗宴が繰り広げられます。

成功鎮漁港

成功鎮漁港

月光・海音楽祭

月光・海音楽会

5 6

 台東県成功鎮港辺路19号　　  10:00〜17:00

 台東県成功鎮信義里新村路25号　 
＊開催時間の詳細は公式サイトにてご確認ください。

  潮風に乗って旅をしよう  

Map
N

1
2

3
4 5

都歷遊客中心

江賢二藝術園區  
Paul Chiang Art Center

Chenggong Township, 
Taitung

編集部おすすめスポット

Google Map!
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足裏健康法、シェフのおまかせ料理、そして海の見えるカフェが融合

した複合スペースで、旅行者は美しい太平洋を眺めながらリラックス

したひと時を楽しむ事ができます。

台東県長濱郷の永福部落に位置するこの場所は、伝統と体験を融合さ

せた、手作り海塩の製造空間です。薪を焚き、塩を煮詰める工程に参

加でき、海水が塩の結晶へと変わる過程を体感しながら、アミ族の伝

統的な製塩技術を体験することができます。

足跡再現生活館

海塩おじいさん

海塩おじいさん

4

2

 台東県成功鎮中華路66号　    木曜〜月曜 11:30〜19:30／火・水曜休

 台東県長浜郷長光産業道路　   

 興東バス8101・8102・8105・8119に乗車、「長光」下車。台11線を北へ進み、
忠孝路に入ってそのまま進むと到着。

 台東県成功鎮中山東路46号　　  土曜〜木曜 09:00〜17:00／木・金曜休

 台東県長浜郷竹湖村永福5号　　  09:00〜18:00／要予約

かつて銀行だった建物を改装して造られたこのレストランでは、港町

の風情と地元の海鮮料理を融合させた「船長の波乗りセット」や「海女

さんの潮間帯セット」などのメニューが楽しめ、地元の海女文化、漁

村文化をリスペクトしたものとなっています。更に潮間帯体験プログ

ラムもあり、海岸採集の文化をより深く知ることができます。

台東県長濱郷の長光部落に位置するこの場所は、真っ直ぐに伸びる道

路の両側に並んだ棚田が広がり、遮る電柱も無く、広大な眺望が魅力

で、“ 東海岸の伯朗大道 ” と呼ばれています。

成功海銀行

成功海銀行

金剛大道

金剛大道

3

1

COVER STORY
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小琉球
自然と一番親密な場所 

ウミガメと泳ぐ島の日常

PART 3

  潮風に乗って旅をしよう  
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東
港
か
ら
船
に
20
分
ほ
ど
揺
ら
れ
る

と
、
潮
風
の
香
り
が
お
だ
や
か
に
移
り
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
珊
瑚
礁
に
抱

か
れ
た
島
・
小
琉
球
の
姿
が
視
界
に
飛
び

込
ん
で
き
た
瞬
間
、
ま
る
で
時
間
ま
で

も
が
、
そ
の
歩
み
を
緩
め
た
か
の
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
く
の
で
す
。

小
琉
球
は
、
台
湾
で
唯
一
の
珊
瑚
礁
の

島
で
、
海
岸
線
は
7
㎢
に
も
満
た
な
い
小

さ
な
島
で
す
が
、
透
き
通
る
よ
う
な
青
い

海
に
す
っ
ぽ
り
と
囲
ま
れ
、
そ
の
海
は
大

き
な
潮
の
流
れ
や
波
も
少
な
く
、
そ
の
穏

や
か
さ
そ
の
も
の
が
、
こ
の
島
の
魅
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
小
琉
球
で
暮
ら
し
始
め

て
17
年
に
な
る
呉
浩
さ
ん
は
、「
こ
こ
に

あ
る
の
は
、
心
臓
が
高
鳴
る
よ
う
な
刺
激

的
な
海
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
身
を
委
ね

る
と
、
呼
吸
が
ゆ
っ
く
り
と
ほ
ど
け
て
い

く
よ
う
な
、
ま
る
で
家
庭
の
よ
う
な
親
し

み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
海
で
す
。
」
と

語
り
ま
す
。

こ
の
海
に
は
、
確
か
に
一
瞬
で
心
奪

わ
れ
て
し
ま
う
、
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
海
に
潜
っ
て
ま
ず
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
は
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
た
ゆ
た

う
広
大
な
海
藻
の
森
と
、
色
と
り
ど
り
の

珊
瑚
礁
で
す
。
水
流
は
穏
や
か
で
、
視
界

も
澄
み
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
初
心
者
に
と
っ
て

も
理
想
的
な
入
門
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
ベ
テ
ラ
ン
ダ
イ
バ
ー
も
何
度
で
も

訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ブ
ス
タ
ー
洞
岩
の
隙
間
か
ら
、

美
人
洞
の
周
囲
に
広
が
る
斜
面
の
生
態
系

ま
で
、
小
琉
球
の
海
底
に
は
、
こ
の
島
な

ら
で
は
の
繊
細
な
生
態
が
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
海
は
、
心
を
静
め
て
目

を
凝
ら
す
場
所
、
そ
し
て
、
思
わ
ぬ
出
会

い
が
生
ま
れ
る
場
所
な
の
で
す
。

冬
が
や
っ
て
来
て
も
、
東
部
の
海
は
季

節
風
に
よ
っ
て
荒
れ
る
一
方
、
小
琉
球
は

い
つ
も
通
り
穏
や
か
な
ま
ま
で
す
。
こ
の

気
候
の
お
陰
で
、
小
琉
球
は
台
湾
で
も
珍

し
く
、
四
季
を
通
じ
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
適

し
た  

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
楽
園  

と
な
っ
て

い
ま
す
。
早
朝
に
海
に
入
る
と
、
斜
め
に

差
し
込
む
太
陽
の
光
が
水
面
を
照
ら
し
、

ま
る
で
水
中
に
金
粉
を
振
り
ま
い
た
か
の

よ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。
午
後
に
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
す
る
と
、
透
き
通
っ
た

海
中
の
底
の
輪
郭
ま
で
、
は
っ
き
り
と
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ん
な
環
境

に
い
る
と
つ
い
、
も
う
少
し
長
く
海
の
中

に
浸
か
っ
て
い
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

そ
し
て
、
こ
の
海
で
最
も
よ
く
出
会
う

生
き
物
は
、
魚
の
群
れ
で
は
な
く
、
海
の

人
気
者
─
─
ウ
ミ
ガ
メ
で
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
い
る
暮
ら
し
は
、
小

琉
球
で
は
昔
か
ら
日
常
に
溶
け
込
ん
だ
光
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景
で
し
た
。
こ
こ
は
世
界
で
も
有
数
の
ウ

ミ
ガ
メ
の
生
息
地
の
た
め
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
で
も
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で

も
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
ウ
ミ
ガ

メ
が
サ
ン
ゴ
礁
の
間
で
海
藻
を
か
じ
っ
て

い
る
様
子
に
出
会
え
ま
す
し
、
海
底
で
う

と
う
と
し
て
い
る
様
子
や
、
運
が
よ
け
れ

ば
岸
辺
に
立
っ
て
覗
い
て
み
る
だ
け
で
、

悠
々
と
泳
い
で
い
る
姿
を
目
撃
で
き
ま

す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
こ
の
海
は
家
で
す

が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
出
会
い
は

か
け
が
え
の
な
い
宝
物
な
の
で
す
。

更
に
、
こ
の
島
に
お
い
て
ウ
ミ
ガ
メ
は

単
な
る
観
光
客
の
ス
タ
ー
的
な
存
在
で
は

な
く
、
島
の
住
民
と
し
て
正
し
く
認
識
・

記
録
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
愛
す
る
若
者
た
ち

や
市
民
団
体
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た「
ウ

ミ
ガ
メ
戸
籍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ウ
ミ

ガ
メ
と
島
と
の
関
係
が
最
も
具
体
的
に
現

わ
さ
れ
て
い
る
取
組
み
で
す
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
一
匹
一
匹
の

顔
や
鱗
の
形
や
並
び
方
と
い
っ
た
特
徴

を
撮
影
し
、 Photo ID 

を
使
っ
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

３
０
０
０
を
超
え
る
目
撃
デ
ー
タ
が
保
存

さ
れ
、
８
０
０
匹
以
上
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
記

録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
ウ
ミ
ガ
メ

が
発
見
さ
れ
る
と
、
最
初
に
そ
の
個
体
を

撮
影
し
た
ダ
イ
バ
ー
が
名
付
け
親
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
名
前
と
特
徴
の

記
録
が
残
さ
れ
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
あ

な
た
も
、
カ
メ
ラ
に
ぶ
つ
か
る
の
が
大
好

き
な「
ゼ
ニ
ガ
メ
」
や
、
背
中
が
フ
ジ
ツ

ボ
だ
ら
け
の「
フ
ジ
ツ
ボ
姉
さ
ん
」、
い
つ

も
口
に
海
藻
を
咥
え
て
い
る「
く
い
し
ん

ぼ
姉
さ
ん
」
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
、
名
前
を
付
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
と
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
間
に
は

ほ
ん
も
の
の
絆
が
生
ま
れ
、
見
つ
め
る
だ

け
で
な
く
記
憶
し
て
守
っ
て
い
く
、
そ
う

い
っ
た
関
係
性
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
観
光
ブ
ー
ム
と
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
を
す
る
人
々
の
増
加
に
伴
い
、
小

琉
球
の
海
も
次
第
に
疲
弊
し
始
め
て
い
ま

す
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
中
に
サ
ン
ゴ
を

踏
み
つ
け
た
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
し
つ
こ
く

追
い
か
け
た
り
、
海
辺
の
人
の
混
雑
が
、

島
の
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
音
も
な
く
変

化
さ
せ
、
一
見
穏
や
か
に
見
え
る
海
に
、

実
は
過
剰
な
熱
意
の
代
償
を
密
か
に
背
負

わ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

島を一周する沿岸道路では、
美しい海の景色を存分に楽し
めます。

  潮風に乗って旅をしよう  

サンゴ礁に囲まれた小琉球は、透き通る海が広がり、いつでも気軽に海に潜ることができます。
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こ
の
よ
う
な
反
省
か
ら
、
呉
浩
さ
ん
の

よ
う
な
地
元
の
経
営
者
た
ち
は
、
海
と
共

に
生
き
る
新
た
な
方
法
を
模
索
し
始
め
ま

し
た
。「
私
た
ち
は
皆
さ
ん
に
、
来
る
の

を
遠
慮
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
人
と
海
と
の
間
の
距
離
が
も
っ

と
健
全
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る

の
で
す
。
」
と
彼
は
語
り
ま
す
。
海
岸
に

人
が
集
中
し
す
ぎ
て
、
潮
間
帯
に
大
き
な

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り

に
し
た
彼
は
、「Vam

os

」
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し

た
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
船
を
拠
点
に
、

人
々
が
も
っ
と
優
し
い
方
法
で
海
に
親
し

め
る
よ
う
に
し
、
海
の
レ
ジ
ャ
ー
を
岸
で

は
な
く
、
直
接
海
の
上
で
行
う
こ
と
で
、

海
と
も
っ
と
自
然
に
向
き
合
え
る
方
法
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
船
の
上
で
デ
ッ
キ
に
立
っ

て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
水
面
に
顔
を
出
し
て
呼

吸
す
る
様
子
を
眺
め
た
り
、
船
の
後
ろ
か

ら
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
海
に
滑
り
降
り
て
、シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
やSUP

を
楽
し
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
旅
行
者
は
、
岩
場
の
上

を
気
を
付
け
な
が
ら
歩
い
た
り
、
見
知
ら

ぬ
人
々
と
一
緒
に
海
に
入
る
順
番
を
待
つ

必
要
も
な
く
、た
だ
海
と
一
緒
に
過
ご
し
、

ゆ
っ
く
り
と
漂
い
な
が
ら
、
静
か
に
海
と

寄
り
添
う
時
間
を
た
の
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
旅
行
の
質

を
高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
態
系
へ
の

影
響
も
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

呉
浩
氏
は
、「
こ
の
海
が
美
し
い
の
は
、

人
に
自
慢
し
て
見
せ
び
ら
か
す
類
の
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
戻
っ
て
来
た
く
な
る
よ

う
な
場
所
だ
か
ら
で
す
。」と
言
い
ま
す
。

小
琉
球
は
大
き
な
島
で
は
な
く
、
派
手

な
娯
楽
施
設
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

こ
に
は
喧
噪
を
忘
れ
、
心
静
か
に
眺
め
る

こ
と
の
で
き
る
ど
こ
ま
で
も
青
い
海
が
あ

り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
「
競
争
」

で
は
な
く
一
種
の
「
理
解
」
で
、
観
光
は

「
所
有
」
で
は
な
く
「
寄
り
添
う
こ
と
」
な

の
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
と
並
ん
で
泳
ぎ
、
穏

や
か
な
海
と
共
に
過
ご
す
こ
と
を
学
ん
だ

時
、
旅
の
意
義
と
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の

も
の
を
見
た
か
で
は
な
く
、
そ
の
風
景
と

ど
れ
だ
け
き
ち
ん
と
丁
寧
な
時
間
を
過
ご

せ
た
か
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
は
ず

で
す
。

「Vamos」では定期便の船上体験を提供しており、より身近に、気軽に海とふれあうことができます。

澄みきった輝く海をもつ小琉球は、海を愛する旅人たちを何度でも惹きつけます。
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編集部おすすめスポット

 屏東県琉球郷復興路23号

 17:00〜23:00／火・水曜休

古民家の風情と海の景色が融合した、串焼き

専門店。お店は、杉福生態漁港のビーチのす

ぐ傍にあり、絶好のロケーションで美味しい

料理を味わいながら、夕日や海の景色を楽し

むことができます。

路辺烤肉 WildBBQ  
琉球 69店

 屏東県琉球郷中興路33-58号

 10:30〜18:00／金曜休

台北の有名レストランで、パティシエのスー・

シェフを務めた Nico が創業したカフェ＆ス

イーツ店で、店内はボヘミアンスタイルのイ

ンテリアで統一され、全てのスイーツやドリ

ンク、カクテルには、スパイスの要素が取り

入れられています。

海島女巫商行8

 屏東県琉球郷信義路1号

 09:30〜17:30

こちらの愛玉専門店は、かわいらしいウミガメ

の形をした愛玉スイーツで有名なお店です。

看板メニューの「ウミガメフルーツ愛玉氷」に

は、手作りの愛玉と数種類の新鮮なフルーツ

が入っており、見た目も愛らしく、暑さを和

らげ、喉の渇きも癒してくれます。

小本愛玉7 9

  潮風に乗って旅をしよう  

Map

Lambai Island,
Pingtung County

N

1
2

3

4

8

5

9

7

海島女巫商行

路辺烤肉 WildBBQ  琉球 69 店

Google Map!
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小琉球の名所として挙げられるこの奇岩は、そ

の形が花瓶に似ていることから、「花瓶石」と

名付けられました。この岩は珊瑚礁でできて

おり、長年に渡る波の浸食によって独特な形

が形成されたもので、島で最も人気のある撮

影＆観光スポットの一つです。

カフェ・食事・アートが融合した海の景色を

楽しめるパークです。園内には、ハンモック

エリアがあり、訪れた人々が寛ぎながら海や

夕日を眺めることができます。また、不定期

でアートイベントや展示、体験型のワーク

ショップなども開催されています。

花瓶石

小山看海芸文園区

1

4

このブランド名は、スペイン語で「さあ、行こ

う！」という言葉に由来しており、旅人を気

軽に、海へと誘うイメージがダイレクトに伝

わってきます。ここでは「船から始まる」海の

レジャーをコンセプトに、SUP やカヌー、シュ

ノーケリングから日光浴まで、海と心地よく

自由に向き合えるアクティビティを提供して

います。

Vamos6

 屏東県琉球郷美人路1号

 10:00〜21:00／不定休

海沿いの遊歩道や海蝕洞の景観を楽しめる自然

公園には、珊瑚礁の岩場と澄んだ海が広がり、

気軽にシュノーケリングを楽しむ事ができま

す。また、運が良ければ、岸辺に立って覗き込

むだけで、悠々と泳ぐウミガメの姿を見ること

もできます。

美人洞2

 屏東県琉球郷三民路1之56号

 要予約

小琉球で有名なダイビングブランドで、海を愛

し、地元の生態系に精通したインストラクター

達によって運営されています。専門的なダイビ

ング講習やガイド付きダイビング、海洋に関す

る教育を提供しており、全ての受講者が海との

対話を学べるよう、尽力しています。

Bluemurmur ｜黙藍5

島の西側に位置する景観台は、夕日が水平線に

交わる光景を眺めることのできる絶好のスポッ

トです。また、夜には星を鑑賞するにもぴった

りの場所となっています。

落日亭3

COVER STORY

花瓶石

美人洞

小山看海芸文園区

Bluemurmur ｜黙藍

Vamos

小本愛玉
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馬
祖
国
際
芸
術
島
は「
拍
楸
」そ
の
も
の

こ
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
「
拍
楸
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
招
聘
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
建
築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
が
馬
祖

の
海
辺
や
山
村
、
そ
し
て
坑
道
や
軍
事
拠

点
に
お
い
て
作
品
の
製
作
に
取
り
組
み
、

島 旅 デ ビ ュ ーtext／鄭雅文　photo／馬祖國際藝術島

世界に羽ばたくアートの島・馬祖
島の心と記憶を海からみる

Matsu, Lienchiang

台
湾
で
最
も
北
に
あ
る
諸
島
・
馬
祖
の

人
々
は
、
長
い
間
に
わ
た
り
風
、
波
、
霧

と
と
も
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ「
馬
祖
国
際
芸
術
島
」は
、
今
年
三

回
目
を
迎
え
、「
拍
楸（
パ
ァ
ユ
ゥ
）
─
─

あ
な
た
の
海
、
わ
た
し
の
陸
」
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
拍
楸
」
と
は
福
建
省

東
部
沿
岸
地
域
に
ル
ー
ツ
を
持
つ「
閩
東

語
」
に
よ
る
伝
統
的
な
定
置
網
漁
を
指
す

言
葉
で
、
潮
の
満
ち
引
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
計
ら
い
、
集
落
全
体
が
心
を
一
つ
に

し
た
共
同
作
業
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
果

が
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
呉
漢
中（
ゴ
・
カ
ン

チ
ュ
ウ
）さ
ん
は
、
こ
れ
は
単
な
る
技
術
で

は
な
く
、
島
の
暮
ら
し
の
哲
学
の
縮
図
で

あ
る
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
目
ま
ぐ
る
し

く
表
情
を
変
え
る
海
に
対
し
て
、
私
た
ち

人
間
は
団
結
し
て
は
じ
め
て
、
魚
を
網
に

導
き
光
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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た
く
さ
ん
の
海
に
ま
つ
わ
る
作
品
が
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
竿
郷
（
ナ
ン
ガ
ン

き
ょ
う
）
の
津
沙
村
の
『
打
開
（
ひ
ら
く
）』

は
、
ガ
ラ
ス
製
の
酒
瓶
を
ト
ー
チ
カ
の
壁

の
形
に
積
み
重
ね
た
作
品
で
、
瓶
を
通
し

て
差
し
込
む
海
か
ら
の
反
射
光
が
こ
だ
ま

の
よ
う
に
広
が
り
、
自
宅
で
酒
を
醸
造
し

て
き
た
馬
祖
の
人
々
の
暮
ら
し
を
伝
え
ま

す
。
馬
港
の
砂
浜
の
『
海
是
我
的
陸
（
海

は
わ
た
し
の
陸
地
）』
は
、
退
役
し
た
軍
艦

や
台
湾
本
島
と
馬
祖
と
の
間
を
運
航
し
て

い
た
フ
ェ
リ
ー
の
部
品
を
使
い
、
浜
に
横

た
わ
る
ク
ジ
ラ
の
よ
う
に
組
み
立
て
、
い

つ
も
船
と
共
に
あ
っ
た
島
の
人
々
の
日
々

を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

馬
祖
の
地
形
は
特
殊
で
、
島
中
に
軍

事
施
設
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

今
年
は
特
別
に
二
六
、七
七
、五
三
な
ど
の

拠
点
が
開
放
さ
れ
ま
す
。
元
軍
事
施
設
の

文
化
的
な
活
用
を
目
指
す
「
拠
点
翻
訳
計

画
」
で
は
、
建
築
家
に
よ
る
設
計
と
再
構

築
を
通
じ
、
芸
術
と
歴
史
の
対
話
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
北
竿
郷
（
ベ
イ
ガ
ン
き
ょ

う
）
の
『
軍
魂
電
廠
（
軍
の
魂
を
も
つ
発
電

所
）』
は
、
ド
イ
ツ
製
の
古
い
発
電
機
に
、

音
と
光
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
一
度
は
忘

れ
ら
れ
た
「
発
電
の
記
憶
」
を
あ
ら
た
め

て
耳
で
聞
き
、
感
じ
る
作
品
で
す
。

呉
漢
中
さ
ん
は
、「
企
画
し
て
い
る
と

き
に
あ
る
こ
と
を
ふ
と
思
っ
た
ん
で
す
。

無
か
ら
有
が
生
ま
れ
、
そ
の
有
が
日
常
に

な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

と
。
」
と
語
り
ま
す
。
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は

第
一
回
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
作
品
が

生
み
出
さ
れ
、
そ
し
て
徐
々
に
島
の
人
々

と
共
に
作
品
を
作
る
場
へ
と
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
ま
す
ま
す
多
く
の
住

民
が
自
宅
の
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
を
申
し
出

た
り
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
構
想
に
関
わ
っ

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
竿
郷
で
タ
ク
シ
ー
を
運
転
す
る
王
雪

花
さ
ん
は
、
作
品
の
展
示
場
所
に
つ
い
て

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
ま
た

島
の
お
年
寄
り
が
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
た
り

す
る
な
ど
、
ア
ー
ト
が
も
は
や
日
常
に
溶

け
込
み
、
島
民
共
通
の
思
い
出
と
誇
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

男
木
小
学
校
と
コ
ラ
ボ
、

海
を
隔
て
て
つ
な
が
る
子
供
た
ち

地
元
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
だ
け
で

な
く
、
今
回
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
、
日

本
の
瀬
戸
内
海
の
男
木
小
学
校
と
コ
ラ
ボ

し
、
馬
祖
の
小
学
生
が
創
作
を
め
ぐ
る
交

流
を
通
じ
て
日
本
の
子
供
た
ち
と
友
情
で

結
ば
れ
ま
し
た
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

と
、
馬
祖
の
子
供
た
ち
は
学
校
が
始
ま
る

初
日
に
同
級
生
全
員
と
直
に
顔
を
合
わ
せ

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
子
供
時
代
は
他
の

場
所
で
は
滅
多
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

離
島
で
育
つ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考

え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
は
ア
ー

ト
を
通
じ
、
世
界
へ
の
架
け
橋
を
見
つ

け
、
遠
く
の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

外
か
ら
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
、
馬
祖

は
台
湾
の
端
っ
こ
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、

台
湾
を
理
解
す
る
た
め
の
玄
関
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
お
天
気
の
い
い
日
に
は
、
対

岸
に
あ
る
中
国
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
理
的
な
要
素
か

ら
、
馬
祖
は
歴
史
、
政
治
、
文
化
が
交
わ

る
最
前
線
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
培
わ
れ
て
き
た
言
葉
は
、
島
と

編集部
おすすめの編集部
おすすめの
作品４選作品４選

すでに閉鎖された地下発電所が照明のアート
で新たに生まれ変わりました。軍の歴史と発
電所の思い出があいまった、北竿を代表する
このパブリックアートは、アメリカのMUSE 

Design Awardsで金賞に輝きました。

先住民のアーティスト、Iyo Kacaw（伊祐・噶
照）さんが退役した軍艦のパーツで創作した作
品で、馬祖と海の暮らしのつながりを象徴する
ように、漂泊とふるさとの想いを表現し、島の
人々と海との共生を考えさせてくれます。

津沙の集落にある古い民家を活かしたアート
で、ガラスの酒瓶を積み上げた光が透ける壁
の窓から海を眺めることができます。馬祖の
伝統的な建築にまつわる思い出、時間、家の
意義を問い直す作品となっています。

元軍事拠点をアートの広場にする試みで、坑
道のそのままの姿を残しつつ、オープンな歩
道と景色が楽しめる空間とつなげることで、
歴史と自然が対話する場となっています。

1
北竿発電所「軍魂之光」

2
「海就是我的陸」（海は私の陸地）

3
轉厝計畫「打開」（民家改造計画『開く』）

4
南竿26拠点「海角藝隅」（海の片隅のアート）

い
う
場
所
か
ら
与
え
ら
れ
た
深
み
と
柔
軟

性
を
備
え
つ
つ
、
海
底
の
発
電
所
や
軍
艦

の
残
骸
か
ら
酒
瓶
を
積
み
上
げ
て
作
ら
れ

た
ト
ー
チ
カ
ま
で
、
す
べ
て
こ
の
大
地
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

馬
祖
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
な

ら
、
ア
ー
ト
バ
ス
に
乗
っ
て
、
五
つ
の
島

を
駆
け
抜
け
、
昔
の
軍
事
拠
点
や
坑
道
を

訪
れ
、
風
を
感
じ
、
酒
を
味
わ
い
、
海
の

声
を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

馬
祖
の
海
は
、
台
湾
の
本
島
か
ら
最

も
離
れ
た
海
で
あ
り
な
が
ら
、
私
た
ち
に

最
も
近
い
存
在
の
海
な
の
で
す
。
そ
し
て

一
度
で
も
馬
祖
の
地
を
踏
ん
だ
こ
と
が
あ

る
な
ら
、
き
っ
と
多
く
の
人
よ
り
深
く
、

台
湾
と
い
う
島
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
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愛しの台湾 味

S
lo

w
 Food TaiTung          

      
    

   
   

   
Slow

 F
o

o
d
 T

a

iT
u
n

g
  

 
  

                                                                                         Slow Food TaiTung

TEXT／游姿穎　PHOTO／台東慢食節

台
東
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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吹
き
抜
け
る
海
風
と
碧
い
波
間
、
台
東
・
成
功
の
海

辺
で
、
海
女
の
先
生
に
潮
間
帯
の
楽
し
み
方
を
教
わ
り

な
が
ら
、
新
鮮
な
巻
貝
や
海
藻
を
採
集
し
て
、「
今
日

は
天
候
が
あ
ま
り
優
れ
な
い
？ 

そ
れ
な
ら
明
日
ま
た

来
よ
う
」
と
い
う
日
々
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
も
学
べ
る
の
で
す
。
地
元
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
お
店

の
方
々
と
語
ら
い
な
が
ら
、
月
桃（
ゲ
ッ
ト
ウ
）
の
葉

を
皿
代
わ
り
に
使
っ
た
シ
イ
ラ
の
か
ら
揚
げ
や
、
海
藻

を
練
り
込
ん
だ
米
粉
の
お
好
み
焼
き
に
舌
鼓
。
黒
潮
が

運
ぶ
豊
か
な
海
の
幸
を
、
五
感
で
味
わ
い
尽
く
す
ひ
と

と
き
で
す
。

例
年
春
と
秋
に
二
度
開
催
さ
れ
、
毎
回
熱
心
な
フ
ァ

ン
で
賑
わ
う「
台
東
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
近
年
台
東
を
代
表
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
発
祥
の「
ス
ロ
ー
フ
ー

ド（Slow
  Food

）」と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
の
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
地
元
食
材
と
食
文
化
を
重
ん
じ
、
一
口

ご
と
に「
高
品
質
・
純
粋
・
公
正
」と
い
う
精
神
を
伝
え

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

台
東
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
で
あ
り
、
国
際
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
台
東
支
部
代

表
で
も
あ
る
郭
麗
津（
ク
オ
・
リ
ー
ジ
ン
）さ
ん
は
、
こ

の
運
動
を
台
東
に
根
付
か
せ
た
立
役
者
で
す
。
十
数
年

前
、
仕
事
の
縁
で
台
東
を
訪
れ
た
彼
女
は
、
こ
こ
な
ら

で
は
の
食
材
や
多
文
化
が
織
り
な
す
食
の
風
景
に
深
く

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」を
通
じ
て
、
台

東
の
豊
富
な
産
物
や
食
文
化
の
奥
深
さ
を
、
よ
り
多
く

の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い—

—

そ
ん
な
思
い
で
今

日
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

土
地
の
記
憶
に
触
れ
、

広
が
る
食
材
の
新
し
い
物
語

「
産
地
か
ら
食
卓
へ
」、「
地
元
で
味
わ

い
、
旬
を
楽
し
む
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
、
花
と
果
実
を
テ
ー
マ
に
彩
る

「
醒
食
テ
ー
ブ
ル
」、
発
酵
の
魔
法
を
体
感

す
る
「
起
酵
テ
ー
ブ
ル
」、
朝
食
を
主
役
に

据
え
た
「
晨
食
テ
ー
ブ
ル
」
な
ど
、
毎
回

ユ
ニ
ー
ク
で
想
像
力
に
富
ん
だ
テ
ー
マ
が

示
さ
れ
ま
す
。
旬
の
地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
小
さ
な
地
元
旅
を

体
験
し
、
各
地
の
料
理
人
や
職
人
た
ち
か

ら
、
食
文
化
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
直
接
聞

く
こ
と
で
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
台
東
の
大
切
な
食
の
記
憶
と
祝
祭

と
し
て
根
付
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
人
間
が
自
然
と
最
初
に
結
び
つ

い
た
営
み
で
あ
る
「
採
集
」
に
フ
ォ
ー
カ

ス
。
春
季
（
4
月
）
は
「
潮
間
帯
」
を
、
秋

季
（
10
月
）
は
「
森
林
山
野
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、「
採
集
テ
ー
ブ
ル
」
と
銘
打
ち
ま

し
た
。
郭
さ
ん

は
こ
う
語
り

ま
す
。「
採
集

は
人
類
が
最
初

に
身
に
つ
け
た

生
活
の
知
恵
で

す
が
、
食
が
あ

ま
り
に
も
便
利
に
な
っ
た
今
、
そ
の
労
働

感
や
時
間
の
流
れ
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
台
東
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
豊
か

な
原
住
民
文
化
を
有
し
、
沿
岸
か
ら
山
林

ま
で
多
彩
な
採
集
文
化
が
今
な
お
息
づ
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
学
ぶ
価
値
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
」。

こ
れ
ま
で
20
回
を
越
え
る
開
催
を
重

ね
る
中
で
、
何
よ
り
尊
い
の
は
「
共
に
学

び
、
共
に
創
る
」
精
神
だ
と
郭
さ
ん
は

強
調
し
ま
す
。「
台
東
と
い
う
土
地
に
集

ま
っ
た
人
々
が
、
伝
統
的
な
食
文
化
を
再

解
釈
し
な
が
ら
、
新
た
な
創
造
へ
と
挑
ん

で
い
ま
す
。
毎
回
新
し
い
仲
間
が
加
わ

り
、
新
旧
の
店
が
異
な
る
テ
ー
マ
の
料
理

に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

S
lo

w
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熟
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Slow Food TaiT
u

n
g

部
落
の
伝
統
や
家
族
の
記
憶
を
掘
り
起
こ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
レ
シ

ピ
を
生
み
出
す
の
で
す
」。

今
回
の
テ
ー
マ
に
呼
応
し
、「
小

米
」（
ア
ワ
）
文
化
の
再
興
に
取
り
組
む

「Kaiana

（
ガ
イ
ア
ナ
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
の
主
催
者
は
、
子
ど
も
の
頃
に
、
ト

マ
ト
味
の
サ
バ
缶
を
ア
ワ
ご
飯
に
混
ぜ
て

美
味
し
く
食
べ
た
思
い
出
を
も
と
に
、
台

東
で
獲
れ
る
「
三
點
仔
」（
ス
マ
）
を
使
っ

た
ト
マ
ト
煮
を
考
案
し
、
薪
火
で
じ
っ
く

り
炊
い
た
ア
ワ
飯
と
合
わ
せ
、
新
た
な
一

皿
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
で

人
気
の
ネ
ギ
ク
レ
ー
プ
店
「
海
遊
製
造
所
」

は
、
採
集
し
た
海
草
を
生
地
に
練
り
込

み
、「
山
蘇
」（
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
）
や
海

藻
を
使
っ
た
ネ
ギ
ク
レ
ー
プ
を
考
案
。
原

住
民
食
材
と
台
湾
の
ス
ナ
ッ

ク
文
化
が
見
事
に
融
合
し

て
い
ま
す
。

台東の豊かな自然に抱かれて開かれるスローフードフェスティバルは、
毎回、土地の風土や食文化を愛する旅人たちを惹きつけています。

さ

ば
の
トマト煮添えアワご飯

さ

ば
の
トマト煮添えアワご飯

生
漬
け

豚
肉
のおにぎり〜 Siraw

生
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豚
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S
l
o

w
 Food TaiTung

Slow Food TaiT
u

n
g

多
彩
な
料
理
が
集
い
、
台
東

の
豊
か
な
恵
み
を
直
に
体
感

も
と
も
と
ご
当
地
の
味
わ
い
を
求
め

る
日
本
人
の
旅
人
に
と
っ
て
、
2
日
間

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
料
理
人
や
生
産

者
と
の
交
流
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
だ

と
、
郭
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
美
味
し
さ

を
堪
能
す
る
だ
け
で
な
く
、
台
湾
在
来

種
の
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
、
地
元
栽
培
の

大
豆
と
米
麹
を
使
っ
た
味
噌
、
台
東
限

定
の
白
米
や
野
生
ト
マ
ト
な
ど
、
台
湾

東
海
岸
が
誇
る
食
資
源
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
な
か
な
か
お
目

に
か
か
れ
な
い
先
住
民
族
の
集
落
の
食

文
化
に
も
触
れ
ら
れ
る
の
で
す
。

郭
さ
ん
は
ア
ミ
族
の
伝
統
的
な

「Siraw

シ
ラ
ウ
」（
生
豚
肉
）
と
い
う
例
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
日
本
人
に
は
馴
染
み
の

な
い
風
味
で
す
が
、
炙
っ
て
お
に
ぎ
り
に

す
る
と
新
鮮
な
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
日
本
酒
文
化
に
は
自
信
が

あ
る
日
本
人
を
う
な
ら
せ
る
の
が
、
台
東

の
部
落
で
古
来
の
醸
造
法
を
守
り
、「
大

葉
田
香
」（
オ
オ
バ
コ
科
シ
ソ
ク
サ
属
）
や

「
過
山
香
」（
ミ
カ
ン
科
ワ
ン
ピ
属
）、「
雞

母
珠
」（
ト
ウ
ア
ズ
キ
）
な
ど
9
種
の
植
物

を
採
集
し
て
作
る
も
ち
米
酒
「
出
力
釀
」。

ど
ん
な
香
り
が
広
が
る
の
か
想
像
し
な
が

ら
、
ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ
て
み
た
い
一
品
で

す
。台

東
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
単
な
る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
舌
だ
け
で
な
く
、
心
ま
で
も
満

た
さ
れ
る
体
験
の
場
。「
家
族
そ
ろ
っ
て

木
陰
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
ん
だ
り
、
屋

台
を
め
ぐ
り
な
が
ら
店
主
と
語
り
合
っ
た

り
、
料
理
を
味
わ
っ
た
ら
、
持
参
し
た
食

器
を
洗
っ
て
次
の
屋
台
へ
。
そ
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ひ
と
と
き
が
、
日
頃
の
食
物
、

料
理
と
の
関
係
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
す
」。
郭
麗
津
さ
ん
は
こ
う

願
っ
て
い
ま
す—

—

よ
り
多
く
の
人
が
台

東
を
訪
れ
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
、
風
土
の
味
を
堪
能
し
、

語
り
継
が
れ
る
物
語
に
耳
を
傾
け
、
海
風

と
青
空
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
自
然
と
の
距

離
が
ぐ
っ
と
縮
ま
る
ひ
と
と
き
を
体
感
し

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
土
地
と
自
分
を
大

切
に
す
る
そ
の
感
覚
を
胸
に
、
日
々
の
暮

ら
し
へ
と
持
ち
帰
り
、
実
践
し
続
け
て
ほ

し
い
と
。

今
年
10
月
の
秋
季
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
初
め
て
北
海
道
美
瑛
町
の
高
校
生
と

交
流
活
動
が
行
わ
れ
、
双
方
が
採
集
の
知

恵
を
交
換
予
定
。
ま
た
、
12
月
に
は
高
雄

で
の
巡
回
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
台
日

交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
体
験
や
展
示
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ゆ
っ
た
り
と
し

た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
豊
か
な
時
間
を
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。

台東スローフードフェスティバル
秋季は10月開催、詳細未定。最新情報は公
式ウェブサイトにてご確認ください。

スローフードの精神を体現するように、料理を盛りつける器にも葉っぱなど自然素材が使われています。

上｜ひと口でお米のやさしい甘みが広が
り、素材の持ち味を大切にする──スロー
フードの精神が詰まっています。
下｜山蘇と海藻のネギクレープ。
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集
合
場
所　

烏
石
港
遊
艇
碼
頭 

（
烏
石
港
ヨ
ッ
ト
マ
リ
ー
ナ
）

 

ア
ク
セ
ス

台
鉄
の「
頭
城
駅
」
ま
た
は「
礁
渓
駅
」

で
下
車
後
、バ
ス
１
３
１
番
に
乗
車
し
、

「
烏
石
港
」
バ
ス
停
で
下
車
。
そ
こ
か

ら
徒
歩
約
5
分
。

Google Map

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
台
湾
。
北
か

ら
南
へ
と
続
く
海
岸
線
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
る
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に

穏
や
か
な
水
域
や
山
々
に
抱
か
れ
た
湖
、

山
あ
い
の
川
な
ど
、
多
様
な
水
域
が
点

在
し
、SUP

（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
、
通
称
サ
ッ
プ
）
を
通
し
て
、
一

人
で
の
冒
険
か
ら
家
族
や
友
人
、
愛
犬
と

の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
楽
し
み
方
が
広
が
り
ま
す
。
近
年
で

は
、
水
面
に
留
ま
れ
る
特
性
を
活
か
し
た

「SUP

ヨ
ガ
」
な
ど
、
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
楽
し
み
方
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

SUP

で
台
湾
各
地
の
水
域
を
巡
り
な

が
ら
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
共
に
海
へ

と
漕
ぎ
出
し
ま
す
。
朝
焼
け
や
夕
暮
れ
の

空
に
移
ろ
う
色
彩
や
光
の
微
妙
な
変
化

を
見
つ
め
、
大
自
然
の
懐
に
身
を
委
ね

て
、
水
面
の
さ
ざ
な
み
に
揺
ら
れ
な
が

ら
、
台
湾
が
持
つ
多
彩
な
表
情
に
静
か
に

触
れ
、
各
地
の
湖
や
海
と
語
り
合
う
よ

う
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

秘
境
・
燭
台
嶼

 

新
北
・
金
山

夜
明
け
の
空
を
黄
金
色
や
ロ
ー
ズ
色

に
染
め
る
燭
台
嶼
（
ジ
ュ
タ
イ
ユ
ー
）
の

風
景
は
、
ま
さ
に
「
人
生
初
のSUP

日

の
出
」
に
ふ
さ
わ
し
い
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
穏
や
か
な
海
面
を
滑
る
よ
う
に
進

み
、
海
蝕
（
か
い
し
ょ
く
）
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
燭
台
嶼
の
岩
々
を
眺
め
な
が

ら
、
や
が
て
神
秘
的
な
ビ
ー
チ
へ
と
た
ど

り
着
き
ま
す
。
空
の
色
が
移
ろ
う
様
子

を
じ
っ
と
見
つ
め
な
が
ら
朝
日
を
待
つ

の
も
良
し
、SUP

の
上
か
ら
周
囲
の
海

を
巡
っ
て
、
北
海
岸
の
荒
々
し
く
も
美

し
い
岩
岸
の
景
観
を
満
喫
す
る
の
も
良

し
、
い
ず
れ
も
台
湾
北
海
岸
な
ら
で
は

の
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

亀
山
島
ミ
ル
ク
シ
ー 

宜
蘭

3
月
か
ら
10
月
、
東
北
季
節
風
が
吹
く

季
節
に
は
、
宜
蘭
沖
に
浮
か
ぶ
亀
山
島
（
グ

イ
シ
ャ
ン
ダ
オ
）
の
ミ
ル
ク
シ
ー
海
域
が
、

SUP

に
最
適
な
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

こ
の
海
で
は
、
台
湾
で
唯
一
の
活
火

山
で
あ
る
、
亀
の
よ
う
な
形
を
し
た
龜

山
島
を
、
間
近
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
島
の
周
辺
で
は
海
底
か

ら
温
泉
が
湧
き
出
し
、
海
水
と
混
ざ
り

合
う
こ
と
で
、
ブ
ル
ー
と
乳
白
色
が
重

な
り
合
う
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
ま

す
。
こ
の
「
ミ
ル
ク
シ
ー
」
は
、
日
に

SUP でめぐる 
台湾の水辺風景

北から南へ、
海と湖が織りなす多彩な表情

 

集
合
場
所　
水
尾
漁
港

 

ア
ク
セ
ス

• 

台
北
駅
（
東
三
門
）
か
ら
國
光
客

運
１
８
１
５
番
バ
ス
に
乗
車
し
、

「
金
山
郵
局
」
（
金
山
郵
便
局
）

バ
ス
停
で
下
車
。
民
生
路
を
通
っ

て
徒
歩
約
20
分
。

• 

淡
水M

R
T

駅
前
か
ら
淡
水
客
運

８
６
３
番
バ
ス
に
乗
り
、
「
金
青
」

バ
ス
停
で
下
車
。
磺
港
路
か
ら
民

生
路
を
曲
が
っ
て
徒
歩
約
15
分
。

Google Map

よ
っ
て
海
の
色
合
い
や
模
様
が
微
妙
に

変
化
し
ま
す
。SUP

で
そ
の
海
面
を
滑

る
よ
う
に
進
め
ば
、
ま
る
で
色
彩
の
層

の
上
を
漂
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
不

思
議
で
心
地
よ
い
感
覚
に
包
ま
れ
、
こ

の
特
別
な
海
の
美
し
さ
を
五
感
で
存
分

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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集
合
場
所　

周
辺
のS

U
P

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
主
催

会
社
の
指
定
場
所

 

ア
ク
セ
ス

台
湾
高
鉄「
台
中
駅
」
で
下
車
、
1
階

5
番
出
口
・
第
3
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

か
ら「
台
湾
好
行
」バ
ス
で
日
月
潭
へ
。

Google Map

 

集
合
場
所　

周
辺
のS

U
P

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
主
催

会
社
の
指
定
場
所

 

ア
ク
セ
ス

• 

花
蓮
駅
か
ら「
崇
徳
」
方
面
行
き
の

統
聯
バ
ス
、
ま
た
は
３
１
０
番
バ

ス
に
乗
車
し
、「
崇
徳
」
バ
ス
停
で

下
車
。

• 

ま
た
は「
崇
徳
駅
」か
ら
北
へ
、「
和

仁
駅
」か
ら
南
へ
徒
歩
で
ア
ク
セ
ス

可
能
。

Google Map

清
水
断
崖

 

花
蓮

東
部
の
名
勝
・
清
水
断
崖
の
海
岸

線
は
、
独
特
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景

観
の
一
つ
で
す
。
多
く
の
人
は
上
か
ら

見
下
ろ
し
ま
す
が
、SUP

の
経
験
が

豊
富
で
、
や
や
波
の
あ
る
海
況
に
対
応

で
き
る
方
に
は
、
ぜ
ひSUP

で
の
挑

戦
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
大
自
然
の

神
業
と
も
言
え
る
清
水
断
崖
を
海
上

か
ら
眺
め
、
高
さ
約
８
０
０
メ
ー
ト

ル
の
壮
大
な
大
理
石
の
崖
壁
を
広
い

視
野
で
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
早
朝
、
日
の
出
の
時
間
帯
に

訪
れ
れ
ば
、
朝
日
に
染
ま
る
黄
金
色

の
水
面
と
、
岩
肌
に
反
射
す
る
光
の

美
し
さ
を
存
分
に
堪
能
で
き
ま
す
。

日
月
潭 

南
投
・
水
社
埠
頭
／ 

朝
霧
埠
頭

台
湾
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
日
月
潭

（
リ
ー
ユ
エ
タ
ン
）
は
、
年
間
を
通
し
て

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
人
気
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。SUP

で
湖
上
を
滑
る
体
験
は
、

朝
焼
け
、
日
中
、
夕
暮
れ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

静
か
な
湖
面
は
初
心
者
に
も
安
心

で
、
ゆ
っ
た
り
と
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
な
が

ら
、
穏
や
か
に
静
寂
な
日
月
潭
の
水
面
を

滑
っ
て
い
く
と
、
や
わ
ら
か
な
日
差
し

や
黄
金
に
染
ま
る
夕
日
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
広
が
る
雄
大
な
景
色
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
─
─
そ
れ
は
日
月
潭
を

別
の
角
度
か
ら
楽
し
む
体
験
で
あ
り
、

深
く
心
に
響
く
邂
逅
で
も
あ
り
ま
す
。

text／Peas Lin　photo／新北市觀光旅遊網、烏石傳奇、相挺兄弟、魚人立槳

SUP

で
海
上
を
漂
い
な
が
ら
、
台

湾
の
自
然
が
生
み
出
し
た
壮
大
な

造
形
美
を
全
身
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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FOUNTAIN 新活水の毎号のテーマは社会の脈動と密接に関連しています。

文化的観点から、地域・境界・世代を超えて交差する精神を強調し、重要な問

題や現象の詳細な討論と発掘を行っています。鮮烈な視覚的美学が魅力の雑誌

は文化的対話を構築するための重要なプラットフォームになっています。

雑誌『FOUNTAIN 新活水』とは

彰化出身、台北の内湖に流れ着いたフリーランサー。

デザイン会社でアートデザインなどを手がけた経験

あり。山や森、自然が大好きで、言葉とイラストで

地元のあれこれを表現するのが得意。

P r o f i l e         MINNAZOO ／沈恩民

東の方角には基隆山、

九份の街を望むことができます
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台北市の中心部にほどちかい内湖に位置する金面山。

清の時代には採石場であったため、

たくさんの史蹟が残されています。

尾根と山頂はすべて巨大な岩石でできていて

石英の成分が含まれているために

日光のもとで山頂がきらきらと輝きます。

海抜はたった 258 メートルですが

眺望はすばらしく台北市が一望できます。

運動したり、絵を描いたり、心が安らぐ秘密基地です。

本
編
は
新
活
水
２
０
２
５
年
３
月
号
／
46
期
「
大
開
市 H

ustle an
d B

ustle

」
を
再
編
集
し
た
も
の
で
す
。

西の方角には観音山
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私
の
記
憶
の
な
か
に
、
母
が
朝
食
を
作
る
姿
は

な
い
。
小
学
生
の
頃
、
朝
、
目
が
覚
め
る
と
食
卓

に
は
も
う
朝
ご
は
ん
が
置
か
れ
て
い
た
。
前
日
に

町
で
唯
一
の
パ
ン
屋
で
買
っ
て
き
た
食
パ
ン
と
牛

乳
、
と
き
に
は
温
か
い
豆
乳
、
米
乳
、
饅
頭
（
マ

ン
ト
ウ
、
餡
が
入
っ
て
い
な
い
小
麦
粉
製
の
中
華

風
蒸
し
パ
ン
）、
包
子(

中
華
ま
ん)

で
あ
る
。
洋

風
、
中
華
風
の
ど
ち
ら
で
も
、
私
た
ち
は
大
好
物

だ
っ
た
。

両
親
が
と
も
に
教
員
の
我
が
家
で
は
、
夜
遅
く

ま
で
働
い
た
母
を
少
し
で
も
朝
寝
さ
せ
よ
う
と
、

父
は
よ
く
早
起
き
し
て
バ
イ
ク
で
買
い
出
し
に

行
っ
た
。
私
は
中
華
風
の
小
麦
食
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
が
特
に
好
き
だ
っ
た
。
中
国
北
方
か
ら
戦
後
、

台
湾
に
移
り
住
ん
で
き
た
「
外
省
人
」
の
お
爺
さ
ん

の
手
作
り
の
朝
食
は
絶
品
で
、
二
、三
坪
し
か
な
い

そ
の
小
さ
な
売
店
は
毎
日
、
早
朝
か
ら
賑
わ
っ
て

い
た
。
私
の
母
方
の
祖
父
母
は
同
じ
町
に
住
ん
で

お
り
、
土
日
に
遊
び
に
行
く
と
、
朝
ご
は
ん
は
決

ま
っ
て
お
粥
と
台
湾
風
の
漬
物
、
干
し
大
根
入
り

卵
焼
き
だ
っ
た
。

高
校
に
上
が
る
と
弟
も
私
も
隣
の
市
ま
で
バ
ス

通
学
に
な
っ
た
た
め
、
父
が
用
意
し
て
く
れ
た
ご

は
ん
を
急
い
で
カ
バ
ン
に
入
れ
、
車
中
、
あ
る
い

は
教
室
に
着
い
て
か
ら
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

父
の
出
勤
が
早
い
日
は
朝
食
を
準
備
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
、
私
た
ち
は
卓
上
に
置
か
れ
た
小
銭
を

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
通
学
途
中
に
好
き
な
朝
食
を

買
っ
た
。

だ
い
ぶ
後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
が
、
朝
ご
は
ん

を
め
ぐ
る
雑
多
な
個
人
的
記
憶
は
、
戦
後
台
湾
朝

食
史
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。
朝
食
は
台
湾
社

会
の
縮
図
で
あ
り
、
台
湾
を
知
る
一
番
の
近
道
で

も
あ
る
。
日
本
人
旅
行
客
に
と
っ
て
も
、
最
も
印

象
深
い
も
の
の
一
つ
は
、
台
湾
の
「
朝
食
屋
」
で
あ

ろ
う
。
街
に
一
歩
踏
み
出
す
と
、
日
本
で
は
想
像

台湾における台湾における
朝食の社会学朝食の社会学

SNET column

案 内 人

洪郁如 こう・いくじょ

一橋大学大学院 

社会学研究科 教授

専門は台湾近現代史。台湾大学法
学院政治学系卒業後、1992 年に日
本台湾交流協会の奨学生として日
本留学。東京大学学術博士。在日
年数が台湾を離れた時の年齢を上
回ったことに気付いた時、ここが
自分の第二の故郷だと改めて実感
した。歴史の旅も、美食の旅も好
む。故郷の味といえば、彰化県渓
湖鎮の名物「羊肉爐」であり、ニン
ニクと胡麻油が効いている台湾風
そうめんに、羊肉スープをかけて
食べることは、至高の贅沢である。

＊主な著書・論文

『誰の日本時代―ジェンダー・階層
・帝国の台湾史』( 法政大学出版局、
2021 年）

『近代台湾女性史―日本の植民統治
と「新女性」の誕生』（勁草書房、
2001 年）
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台湾の食文化を知るための

ブックガイド

frfrf eereer
take

ISBN978-4-9913749-0-6

C0436 非売品

台
湾
の
食
文
化
を
知
る
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

A
 G

uide to B
ooks on Taiw

an’s Food C
ultures

台湾ブックガイド 2024 食　　W299.5×H210mm（背幅：3.5mm）　仕上がり A5サイズ：W148mm×H210mm

H4 H1

で
き
な
い
ほ
ど
の
多
彩
な
朝
食
風
景
が
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
。
台
湾
住
民
の
外
食
率
の
高
さ
は
以

前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
朝
食
に
関
す
る
あ
る
調

査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
台
湾
の

外
食
率
は
7
割
を
超
え
た
。
こ
れ
は
昼
食
の
外
食

率
の
5
割
強
と
夕
食
の
2
割
強
に
比
べ
る
と
と
り

わ
け
高
い
。

三
食
の
中
で
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
朝
食
の
外
食

率
の
背
後
に
は
、
労
働
力
、
産
業
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

構
造
、
食
習
慣
な
ど
複
合
的
な
要
素
が
絡
み
合
っ

て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
の
経
済
発

展
に
と
も
な
い
、
女
性
の
就
業
率
は
高
ま
っ
た
。

政
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
七
年
、
女
性
の

就
業
率
は
25-
49
歳
の
各
年
齢
層
の
全
て
で
60
％

を
超
え
た
。
二
〇
一
七
年
に
は
さ
ら
に
増 

加

し
、
25-

49
歳
の
い
ず
れ
も
70
％
以
上
に
な
り
、

そ
の
内
訳
は
25-

49
歳
で89.73%

、
30-

34
歳

で84.15%

、
35-

39
歳
で76.86%
、
40-

44
歳

で76.39%

、
45-

49
歳
で73.53%

 
に
達
し
て

い
る
。

女
性
の
就
業
は
パ
ー
ト
で
は
な
く
男
性
と
同
様

の
フ
ル
タ
イ
ム
が
普
通
で
あ
り
、
結
婚
と
同
時
に

仕
事
を
や
め
て
専
業
主
婦
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
妻
や
母
を
含
む
家
庭
構
成
員
が
全
員
、

慌
た
だ
し
く
通
学
や
通
勤
に
向
か
う
中
で
、
家
庭

内
に
「
朝
食
料
理
人
」
が
不
在
で
あ
る
の
も
理
解
で

き
る
。

性
別
に
よ
る
労
働
時
間
に
差
が
な
い
以
上
、
男

女
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
料
理
の
担
当
を
押
し
付
け

る
の
は
不
合
理
だ
が
、
伝
統
的
観
念
か
ら
、
就
業

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
女
性
へ
の
家

事
要
求
が
高
く
な
る
現
実
も
存
在
し
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
で
は
夫
や
子
供
よ
り
早
起

き
し
て
朝
食
を
用
意
す
る
女
性
は
や
は
り
、
非
常

に
少
な
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
朝
食
だ
け

で
は
な
く
、
台
湾
社
会
で
は
料
理
を
は
じ
め
、
家

事
能
力
か
ら
女
性
を
評
価
し
た
り
は
し
な
い
し
、

女
性
自
身
も
家
事
能
力
を
自
己
評
価
の
尺
度
と
し

な
い
。

料
理
と
い
う
も
の
が
、
母
の
子
に
対
す
る
愛
情

表
現
と
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

も
っ
と
も
、
女
性
に
家
事
を
求
め
る
伝
統
的
な
社

会
規
範
が
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
は
、
戦
後
し

ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
〇

年
代
の
台
湾
経
済
の
高
度
成
長
期
、
朝
食
の
最
も

大
き
な
変
化
は
、
チ
ェ
ー
ン
店
の
出
現
と
急
速
な

拡
大
で
あ
る
。

従
来
の
個
人
経
営
の
店
舗
か
ら
、
企
業
的
経
営

を
行
う
チ
ェ
ー
ン
店
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
朝
食

店
が
大
き
く
成
長
し
た
。
中
華
食
の
ほ
か
に
も
、

洋
食
中
心
の
「
美
而
美
」、「
美
又
美
」
な
ど
の
店
舗

数
が
大
き
く
増
加
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
、
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
や
コ
ー
ン
ス
ー
プ
も
加

わ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
の
台
湾
女
性
、
そ
し
て
多
く
の

台
湾
人
家
庭
の
朝
は
、
こ
の
よ
う
な
朝
食
の
外
食

化
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
。
逆
に
み
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
朝
食
産
業
の
活
況
を
可
能
に
し
た
要
因
は
、

女
性
労
働
力
が
全
面
的
に
市
場
に
参
入
し
た
点
に

求
め
ら
れ
る
。

Google

マ
ッ
プ
で
眺
め
る
と
、
朝
食
屋
は
学
校

周
辺
に
密
集
す
る
傾
向
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
制

服
姿
の
生
徒
た
ち
は
登
校
途
中
に
そ
れ
ぞ
れ
好
き

な
店
に
立
ち
寄
り
、
温
か
い
朝
食
を
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
す
る
。
店
内
で
食
べ
る
生
徒
が
少
な
い
の
は
、

の
ん
び
り
し
て
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

生
徒
の
自
主
調
査
に
よ
り
、
人
気
の
朝
食
店

ラ
ン
キ
ン
グ
を
公
表
し
て
い
る
高
校
も
少
な
く
な

い
。
日
々
の
受
験
勉
強
の
重
圧
の
中
で
、
台
湾
の

中
高
生
た
ち
は
小
銭
を
手
に
握
り
、
通
勤
路
を
急

ぐ
親
た
ち
と
同
様
、
朝
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
食

べ
物
を
選
ぶ
こ
と
で
、「
朝
食
の
自
由
と
民
主
」
を

最
大
限
に
享
受
し
て
い
る
。

読
者
の
皆
さ
ん
も
次
回
の
訪
台
で
、
朝
食
か
ら

み
た
台
湾
社
会
の
街
頭
観
察
に
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

2018年9月に発足したSNET台湾（NPO法人日本台湾教育支援研究者ネット

ワーク）は、台湾について知りたいすべての人と台湾を専門とする研究者をつ

なぐプラットフォームです。

台湾研究の成果を学びのコンテンツに変えて広く社会に発信し、日台間の相互

理解の深化に寄与することを目的として設立されました。未来に続く真の友好

は確かな相互理解の土台の上に築かれると、私たちは考えています。

SNET台湾といっしょに台湾の新たな魅力を発見してみませんか？

SNET台湾 とは

轉載自：日本台湾教育支援研究者ネットワーク編《臺灣書旅――台湾の食文化を知るためのブックガイド》台湾文化センター發行，2024 年。041



日
々

朝
日
が
昇
る
た
び

屏
東
（
ピ
ン
ド
ン
）
の
東
の
海
か
ら

黄
金
色
の
希
望
が
私
を
照
ら
し
て
く
れ
る

山
の
景
色

田
畑
の
景
色

な
ん
と
素
晴
ら
し
き

ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
の
如
き
青
々
し
さ

日
々

夕
日
が
沈
む
た
び

屏
東
の
西
の
海
か
ら

暖
か
な
色
彩
が
私
を
見
守
っ
て
く
れ
る

町
の
風
景

農
村
の
風
景

な
ん
と
可
愛
げ

四
季
の
花
の
よ
う
な
美
し
さ

屏
東　

太
陽
の
ふ
る
さ
と

屏
東
の
人
は
心
か
ら
愛
す
る

屏
東　

誇
ら
し
げ
に
輝
く
四
季
が
満
ち
て
い
る

台
湾
の
南
の
端
の
よ
き
郷

李
敏
勇
　
作

P r o f i l e

李 敏 勇  リー ・ ミンヨン

台湾屏東人。1947年高雄で生まれ、大学時代は歴史を専攻。現在は台北市民。大学卒業後文
学界に身を投じ、時誌「笠」の編集、「台湾文芸」社長、「台湾筆会」会長などを歴任。著
書は『雲的語言』『暗房』『鎮魂歌』、中英対訳時集『思慕與哀愁』などの作品のほか、散
文、小説、文学評論、社会評論集など90冊あまりを数える。巫永福評論賞、吳濁流新詩賞、
頼和文学賞、第11回国家文芸賞、2022年第4回行政院文化賞受賞。

每
一
工

日
頭
出
來
的
時

屏
東
東
邊
的
海
面

金
色
希
望
照
著
阮

山
的
景
色

田
園
的
景
色

真
出
色

青
翠
親
像
日
日
春

每
一
工

日
頭
落
去
的
時

屏
東
西
邊
的
海
面

溫
暖
色
彩
在
看
阮

街
市
的
景
致

田
庄
的
景
致

真
標
緻

美
麗
干
若
四
季
紅

屏
東  

日
頭
的
故
鄉

屏
東
人
滿
心
的
所
愛

屏
東  

四
季
充
滿
光
彩

台
灣
南
邊
的
好
所
在
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JUL · AUG

馬祖、世界に羽ばたくアートの島

台東の食文化に触れる、スローフドフェスティバル

台日32の「同名駅」をめぐる記憶の旅

潮風に乗って
旅をしよう
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